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　第８回おおむら秋まつりで、陰平上・
下、岩松の三町内に伝わる下鈴田浮立
が披露されました。この浮立は幕末の
ころ、今の小長井、太良方面から名人
を招いて習ったのが始まりと言われて
おり、およそ140年の伝統があります。
総勢200人を超える大行列に続き、子ど
もから大人まで約70人の踊り手が太鼓
や笛の音に合わせて舞う様は、まさに
壮観です。

（11月24日、さくらホール駐車場）

迫力の鬼面舞

大村市消防団特集　現代の町火消し



新 春
平成21年

大村市長
松本　崇

HappyNewYear 2009
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
ま
し
て
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
議
長
就
任
２
年
目
を
迎
え
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
５
月
と
11
月
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
議
会
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

市
政
に
つ
い
て
の
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

声
を
聴
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
と
す
る

た
め
、「
市
民
と
議
会
の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
議
会
で
は
、
議
会
や

議
員
の
役
割
と
活
動
の
指
針
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
を

推
進
す
る
た
め
、「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
議
会
改
革
を
引
き
続
き
実
施
し
、

議
会
の
更
な
る
活
性
化
と
機
能
強
化
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
本
年
も
市
議
会
に
対
し
、
多
く
の

ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
元
旦

　
　
大
村
市
議
会
議
長
　
里
脇
清
隆 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
市
制
施
行
67
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
、
大
変
厳
し
い
行
財
政
の
中
に
あ
っ

て
、
行
政
改
革
・
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
赤
字
が
続
い
て
い
た

競
艇
事
業
も
黒
字
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

20
年
度
は
７
年
ぶ
り
に
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入

れ
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
導
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

経
営
安
定
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
、
公
設

民
営
化
を
行
い「
市
立
大
村
市
民
病
院
」と
し
て
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。
市
内
の

開
業
医
お
よ
び
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
を
結

ぶ
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
、

皆
さ
ま
に
慕
わ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
待
望
久
し
か
っ
た
九
州
新
幹
線
西
九

州
ル
ー
ト
は
昨
年
４
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、

11
月
に
は
大
村
鉄
道
建
設
所
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
が
、

新
幹
線
開
通
は
市
の
経
済
発
展
の
大
き
な
原
動

力
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
、
今
後
、
新

幹
線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
大
学
誘
致
に
つ
い

て
は
、
活
水
女
子
大
学
看
護
学
部
が
、
国
立
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設
、

本
年
４
月
に
開
校
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今

後
も
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
福
祉
・
医
療
の
充
実
を
は
じ
め
、

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
市
街
地
再
開

発
な
ど
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、
ま
た
３
月

に
は
大
村
純
忠
・
天
正
遣
欧
少
年
使
節
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
天
正
少
年
夢
ま
つ
り
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
が
、
歴
史
を
活
か
し
た
歴
史
観
光
の

開
発
な
ど
に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
お
お
む
ら
」、
本

年
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
21
年
元
旦

　
　
　
　
　
大
村
市
長
　
松
本
　
崇

新
年
を
迎
え
て

大村市議会議長
里脇　清隆

臼島に昇る朝日（長崎空港から望む）
うす
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●
火
消
組
か
ら
消
防
団
へ

　
江
戸
時
代
、
大
村
藩
で
は
火
事
の
場
合
は
藩
士

で
火
消
隊
を
編
成
し
消
火
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
火
で
な
い
限
り
民
家
の
火
災
に

は
あ
ま
り
出
動
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
民
家
火

災
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
壮
年
者
が
中
心
と

な
っ
て
火
消
組
を
組
織
し
消
火
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
27
年
に
消
防
組
規
則
が
制
定
さ
れ
、
大

村
で
も
従
来
の
火
消
組
を
統
一
行
動
さ
せ
る
必
要

か
ら
今
ま
で
の
集
落
単
位
を
村
単
位
と
し
、
公
設

の
消
防
組
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行
以
前

は
大
村
町
を
は
じ
め
三
浦
、
鈴
田
、
大
村
、
西
大

村
、
竹
松
、
萱
瀬
、
福
重
、
松
原
の
各
村
に
消
防

組
が
お
か
れ
、
小
さ
い
村
で
４
〜
５
組
、
西
大
村

の
よ
う
な
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
40
組
の
消
防
組

が
常
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
る
と
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て
、
防

災
の
た
め
の
防
護
団
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
14
年

に
は
消
防
組
と
防
護
団
が
合
併
し
て
警
防
団
と
な

り
ま
す
。

　
昭
和
23
年
、
消
防
行
政
の
改
革
に
よ
っ
て
警

防
団
を
解
散
し
て
消
防
団
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
警
察
の
管
轄
で
あ
っ
た
も
の
が
市
長
の
指
揮
下

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
　※

参
考…

大
村
市
史
（
下
巻
）

●
消
防
団
員
は
地
方
公
務
員

　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
構
成
員
で
あ
る

団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
持
ち
な
が

ら
、
災
害
が
起
き
た
時
、
消
防
団
員
と
し
て
出
動

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
市
町
村

長
の
承
認
を
得
て
消
防
団
長
が
任
命
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
活
動
で
き
る

よ
う
に
、
訓
練
・
研
修
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し

て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
団
員
数
は
市
町
村
の
消
防
力
に
応
じ
て
条
例
で
定

め
ら
れ
お
り
、
団
員
に
は
年
ご
と
に
報
酬
と
出
動
に

応
じ
た
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
団
は
日
本
中
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
配
備

さ
れ
て
お
り
、
２
，４
７
４
団
、
約
90
万
人
の
団

員
が
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
（
平
成
19
年
４
月

１
日
現
在
）。

●
６
４
６
人
の
大
村
市
消
防
団

　
大
村
市
消
防
団
は
森
園
町
に
団
本
部
を
置
き
、

市
内
に
15
の
分
団
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
団
員

数
は
現
在
６
４
６
人
、
平
均
年
齢
は
37
・
９
歳
、

職
業
は
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
、
副
分
団

長
、
部
長
、
班
長
そ
し
て
団
員
に
分
か
れ
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
発
生
地
を
管
轄
す

る
分
団
が
第
１
次
出
動
し
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
消
防
署
長
の
指
示
に
よ
り
隣
接
す
る
区
域

を
管
轄
す
る
分
団
が
第
２
次
出
動
、
第
３
次
出
動

し
ま
す
。

　
ま
た
分
団
と
は
別
に
19
人
の
女
性
消
防
団
員

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
女
性
団
員
は
男
性
団
員
と

同
様
に
各
種
訓
練
に
参
加
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
世

帯
へ
の
防
火
訪
問
な
ど
女
性
な
ら
で
は
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

　　
消
防
団
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動
や
、
風
水
害

な
ど
自
然
災
害
の
場
合
の
救
助
・
救
出
活
動
、
避

難
誘
導
な
ど
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
全
国

的
に
団
員
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
大

村
市
の
場
合
も
、
定
数
の
７
０
０
人
を
下
回
っ
た

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
育
っ
た
ま
ち
、
自
分
た
ち
が
暮
ら

す
ま
ち
、
自
分
た
ち
が
働
く
ま
ち
。
そ
ん
な
か
け

が
え
の
な
い
大
切
な
ま
ち
を
守
り
た
い
。
そ
ん
な

誇
り
高
い
崇
高
な
精
神
の
も
と
に
、
大
村
市
消
防

団
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■
消
防
団
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

特集

大
村
市
消
防
団
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⑫
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⑨
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②③⑤

⑭

⑬

大村市消防団DATA

●
消
防
団
本
部
　
森
園
町
34
ー
１
　
☎
52
２
３
１
６

●
団
長
　
　
山
本
豊
一
郎
　

●
分
団
数
　
15
分
団

●
団
員
数
　
６
４
６
人
（
う
ち
女
性
団
員
19
人
） 

●
消
防
車
両
な
ど
の
保
有
状
況

　
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
　 

15
台

　
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 

13
台

　
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
　
　
　 

11
台

大村市消防団特集　現代の町火消し

　
消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
１
７
１
８
年
（
享
保
３
年
）、
江
戸
南
町
奉
行
の
大
岡

越
前
守
が
江
戸
の
町
に
町
火
消
し
を
つ
く
り
、
そ
の
後
「
い
ろ
は
四
十
八
組
」
を
編

成
さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
火
消
し
制
度
は
、

「
江
戸
の
町
は
、江
戸
の
庶
民
の
手
で
守
ら
せ
る
」
と
い
う
自
衛
自
治
の
考
え
で
し
た
。

　「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」。
そ
の
誇
り
高
い
精
神
は
、

現
在
の
消
防
団
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

① 第 1分団
　久原 1・2 丁目、木場 1・2 丁目、
　向木場町

② 第 2分団
　片町、玖島 1・2・3 丁目の一部、
　須田ノ木町の一部、幸町

③ 第 3分団
　西三城町の一部、東三城町、東本
　町の一部、本町、西本町、水主町
　1・2丁目

④ 第４分団
　東本町の一部、武部町、三城町、　
　水計町、赤佐古町、徳泉川内町、　
　荒平町、須田ノ木町の一部、東大
　村 1・2丁目、玖島３丁目の一部

⑤ 第５分団
　杭出津1・2・3丁目、松山町、協和町、
　箕島町

⑥ 第６分団
　松並 1・2丁目、桜馬場 1・2丁目、
　森園町、古賀島町、西大村本町、　
　植松 1・2・3 丁目、西乾馬場町、
　坂口町の一部（坂口住宅）

⑦ 第７分団
　西三城町の一部、水田町、乾馬場町、
　古町 1・2丁目、諏訪 1・2・3丁目、
　上諏訪町、池田新町、池田1・2丁目、
　坂口町の一部（坂口住宅を除く）、
　雄ケ原町

⑧ 第８分団
　鬼橋町、竹松本町、大川田町、原
　口町、小路口本町、小路口町、富
　の原 1丁目、今津町

⑨ 第９分団
　宮小路1・2・3丁目、竹松町、黒丸町、
　富の原 2丁目

⑩ 第 10分団
　荒瀬町、宮代町、原町

⑪ 第 11分団
　福重地区の全域

⑫ 第 12分団
　松原地区の全域

⑬ 第 13分団
　三浦地区の全域

⑭ 第 14分団
　鈴田地区の全域

⑮ 第 15分団
　田下町、中岳町、黒木町

分団の管轄区域

現
代
の
町
火
消
し

※

平
成
20
年
12
月
１
日
現
在

ま
ち
び
け
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●
火
消
組
か
ら
消
防
団
へ

　
江
戸
時
代
、
大
村
藩
で
は
火
事
の
場
合
は
藩
士

で
火
消
隊
を
編
成
し
消
火
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
火
で
な
い
限
り
民
家
の
火
災
に

は
あ
ま
り
出
動
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
民
家
火

災
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
壮
年
者
が
中
心
と

な
っ
て
火
消
組
を
組
織
し
消
火
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
27
年
に
消
防
組
規
則
が
制
定
さ
れ
、
大

村
で
も
従
来
の
火
消
組
を
統
一
行
動
さ
せ
る
必
要

か
ら
今
ま
で
の
集
落
単
位
を
村
単
位
と
し
、
公
設

の
消
防
組
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行
以
前

は
大
村
町
を
は
じ
め
三
浦
、
鈴
田
、
大
村
、
西
大

村
、
竹
松
、
萱
瀬
、
福
重
、
松
原
の
各
村
に
消
防

組
が
お
か
れ
、
小
さ
い
村
で
４
〜
５
組
、
西
大
村

の
よ
う
な
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
40
組
の
消
防
組

が
常
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
る
と
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て
、
防

災
の
た
め
の
防
護
団
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
14
年

に
は
消
防
組
と
防
護
団
が
合
併
し
て
警
防
団
と
な

り
ま
す
。

　
昭
和
23
年
、
消
防
行
政
の
改
革
に
よ
っ
て
警

防
団
を
解
散
し
て
消
防
団
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
警
察
の
管
轄
で
あ
っ
た
も
の
が
市
長
の
指
揮
下

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
　※

参
考…

大
村
市
史
（
下
巻
）

●
消
防
団
員
は
地
方
公
務
員

　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
構
成
員
で
あ
る

団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
持
ち
な
が

ら
、
災
害
が
起
き
た
時
、
消
防
団
員
と
し
て
出
動

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
市
町
村

長
の
承
認
を
得
て
消
防
団
長
が
任
命
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
活
動
で
き
る

よ
う
に
、
訓
練
・
研
修
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し

て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
団
員
数
は
市
町
村
の
消
防
力
に
応
じ
て
条
例
で
定

め
ら
れ
お
り
、
団
員
に
は
年
ご
と
に
報
酬
と
出
動
に

応
じ
た
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
団
は
日
本
中
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
配
備

さ
れ
て
お
り
、
２
，４
７
４
団
、
約
90
万
人
の
団

員
が
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
（
平
成
19
年
４
月

１
日
現
在
）。

●
６
４
６
人
の
大
村
市
消
防
団

　
大
村
市
消
防
団
は
森
園
町
に
団
本
部
を
置
き
、

市
内
に
15
の
分
団
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
団
員

数
は
現
在
６
４
６
人
、
平
均
年
齢
は
37
・
９
歳
、

職
業
は
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
、
副
分
団

長
、
部
長
、
班
長
そ
し
て
団
員
に
分
か
れ
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
発
生
地
を
管
轄
す

る
分
団
が
第
１
次
出
動
し
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
消
防
署
長
の
指
示
に
よ
り
隣
接
す
る
区
域

を
管
轄
す
る
分
団
が
第
２
次
出
動
、
第
３
次
出
動

し
ま
す
。

　
ま
た
分
団
と
は
別
に
19
人
の
女
性
消
防
団
員

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
女
性
団
員
は
男
性
団
員
と

同
様
に
各
種
訓
練
に
参
加
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
世

帯
へ
の
防
火
訪
問
な
ど
女
性
な
ら
で
は
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

　　
消
防
団
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動
や
、
風
水
害

な
ど
自
然
災
害
の
場
合
の
救
助
・
救
出
活
動
、
避

難
誘
導
な
ど
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
全
国

的
に
団
員
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
大

村
市
の
場
合
も
、
定
数
の
７
０
０
人
を
下
回
っ
た

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
育
っ
た
ま
ち
、
自
分
た
ち
が
暮
ら

す
ま
ち
、
自
分
た
ち
が
働
く
ま
ち
。
そ
ん
な
か
け

が
え
の
な
い
大
切
な
ま
ち
を
守
り
た
い
。
そ
ん
な

誇
り
高
い
崇
高
な
精
神
の
も
と
に
、
大
村
市
消
防

団
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■
消
防
団
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

特集

大
村
市
消
防
団
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大村市消防団DATA

●
消
防
団
本
部
　
森
園
町
34
ー
１
　
☎
52
２
３
１
６

●
団
長
　
　
山
本
豊
一
郎
　

●
分
団
数
　
15
分
団

●
団
員
数
　
６
４
６
人
（
う
ち
女
性
団
員
19
人
） 

●
消
防
車
両
な
ど
の
保
有
状
況

　
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
　 

15
台

　
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 

13
台

　
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
　
　
　 

11
台

大村市消防団特集　現代の町火消し

　
消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
１
７
１
８
年
（
享
保
３
年
）、
江
戸
南
町
奉
行
の
大
岡

越
前
守
が
江
戸
の
町
に
町
火
消
し
を
つ
く
り
、
そ
の
後
「
い
ろ
は
四
十
八
組
」
を
編

成
さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
火
消
し
制
度
は
、

「
江
戸
の
町
は
、江
戸
の
庶
民
の
手
で
守
ら
せ
る
」
と
い
う
自
衛
自
治
の
考
え
で
し
た
。

　「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」。
そ
の
誇
り
高
い
精
神
は
、

現
在
の
消
防
団
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

① 第 1分団
　久原 1・2 丁目、木場 1・2 丁目、
　向木場町

② 第 2分団
　片町、玖島 1・2・3 丁目の一部、
　須田ノ木町の一部、幸町

③ 第 3分団
　西三城町の一部、東三城町、東本
　町の一部、本町、西本町、水主町
　1・2丁目

④ 第４分団
　東本町の一部、武部町、三城町、　
　水計町、赤佐古町、徳泉川内町、　
　荒平町、須田ノ木町の一部、東大
　村 1・2丁目、玖島３丁目の一部

⑤ 第５分団
　杭出津1・2・3丁目、松山町、協和町、
　箕島町

⑥ 第６分団
　松並 1・2丁目、桜馬場 1・2丁目、
　森園町、古賀島町、西大村本町、　
　植松 1・2・3 丁目、西乾馬場町、
　坂口町の一部（坂口住宅）

⑦ 第７分団
　西三城町の一部、水田町、乾馬場町、
　古町 1・2丁目、諏訪 1・2・3丁目、
　上諏訪町、池田新町、池田1・2丁目、
　坂口町の一部（坂口住宅を除く）、
　雄ケ原町

⑧ 第８分団
　鬼橋町、竹松本町、大川田町、原
　口町、小路口本町、小路口町、富
　の原 1丁目、今津町

⑨ 第９分団
　宮小路1・2・3丁目、竹松町、黒丸町、
　富の原 2丁目

⑩ 第 10分団
　荒瀬町、宮代町、原町

⑪ 第 11分団
　福重地区の全域

⑫ 第 12分団
　松原地区の全域

⑬ 第 13分団
　三浦地区の全域

⑭ 第 14分団
　鈴田地区の全域

⑮ 第 15分団
　田下町、中岳町、黒木町

分団の管轄区域

現
代
の
町
火
消
し

※

平
成
20
年
12
月
１
日
現
在

ま
ち
び
け
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消
防
団
の
活
動
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち
で
守

る
」…

そ
の
意
識
だ
け
で
参
加
で
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
が
あ
る
人
や
入
団
し
た
い
人

は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要
件
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

　
今
年
１
年
間
の
無
火
災
を
願
っ
て
、市
消
防
団

の
全
分
団
や
大
村
消
防
署
な
ど
が
参
加
し
て
、年

始
め
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
８
日
㈭
、
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

内
　
容
　

●
分
列
行
進
（
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
〜
）

　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
〜
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
放
水
演
習
（
午
前
11
時
45
分
ご
ろ
〜
）

　
大
上
戸
川
（
金
丸
橋
付
近
）

〜
地
域
防
災
の
「
か
な
め
」

　
　消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
？
〜

1 月　消防出初式 2月　春季合同消防訓練 4月　山岳レスキューネットワーク訓練

6 月　水防訓練 11 月　放水競技大会 11月　高齢者宅防火訪問（女性消防団）

地域とのつながりを大切に

　
山
本
団
長
は
昭
和
41
年
６
月
に
入

団
。
43
年
近
く
消
防
団
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
の
勧
誘
が
入
団

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
、
第
14
分

団
副
分
団
長
、
団
本
部
分
団
長
、
団
本

部
副
団
長
を
経
て
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
８
代
目
の
消
防
団
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　
本
業
は
農
業
。「
団
長
は
行
事
な
ど

に
参
加
す
る
機
会
が
多
く
、
仕
事
と
の

両
立
が
大
変
で
す
」
と
苦
笑
し
な
が
ら

も
、「
団
員
の
見
本
と
な
る
よ
う
、
自

分
自
身
が
し
っ
か
り
と
し
た
行
動
を
と

る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
一
番
の
悩
み
は
、

団
員
不
足
。「
昔
の
消
防
団
に
は
農
業

や
商
業
な
ど
自
営
業
の
人
が
多
く
い
ま

し
た
。
今
は
会
社
勤
め
の
人
が
多
く
、

会
社
の
理
解
が
な
い
と
消
防
団
の
活
動

大村市消防団特集　現代の町火消し

平
成
21
年
消
防
出
初
式

　「
消
火
栓
」や「
防
火
水
槽
」は
、道
路
脇
や
歩

道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、そ
の
位
置
を
示

す
た
め
、標
識
が
掲
げ
て
あ
っ
た
り
、路
上
や
フ
タ

に
マ
ー
キ
ン
グ
が
し
て
あ
り
ま
す
。

　
火
災
発
生
時
に
、「
消
火
栓
」や「
防
火
水
槽
」

付
近
の
違
法
な
駐
車
車
両
が
障
害
と
な
り
、消

火
活
動
を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　「
消
火
栓
」や「
防
火
水
槽
」付
近
に
違
法
な

駐
車
を
し
な
い
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

私たち女性消防団もガンバってます !

受章報告のため市長を訪問された田中ご夫妻

長
年
の
消
防
功
績
に
光

　
平
成
20
年
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
、前
大
村
市
消
防
団

長
の
田
中
實
さ
ん（
須
田
ノ

木
町
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、昭
和
29
年

入
団
後
、平
成
13
年
１
月
〜

平
成
19
年
３
月
ま
で
消
防

団
長
を
務
め
、53
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　
　
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す

「
消
火
栓
」
「
防
火
水
槽
」

　
　
　
　
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す

　
近
年
、住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
急
増
し
、特
に
死
者
の

半
数
以
上
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、７
割
の
人
が

「
逃
げ
遅
れ
」が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
理
由
と

し
て
は
夜
間
の
就
寝
中
に
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
早
め
に
火
災
の

発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
、逃
げ
遅
れ
ず
に
助
か
る
可
能
性
が

大
変
高
い
こ
と
か
ら
、設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
既
存
住
宅
は
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。　

年間の活動状況

に
も
参
加
し
に
く
い
よ
う
で
す
。
消
防

団
員
の
減
少
は
、
地
域
防
災
に
と
っ
て

大
き
な
不
安
要
素
で
す
が
、
定
数
を
満

た
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
普
段
か
ら
消
防
団

と
地
域
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
分
団
と
も
地
域

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
若
手
の
勧
誘
や

育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
と

も
限
り
ま
せ
ん
。
団
員
た
ち
は
本
業
を

持
ち
な
が
ら
、『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
に
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
消
防
団
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

大村市消防団
山本豊一郎 団長

み
の
る
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。

　
消
防
団
に
興
味
が
あ
る
人
や
入
団
し
た
い
人

は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要
件
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
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の
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に
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し
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か
？
〜
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6 月　水防訓練 11 月　放水競技大会 11月　高齢者宅防火訪問（女性消防団）

地域とのつながりを大切に

　
山
本
団
長
は
昭
和
41
年
６
月
に
入

団
。
43
年
近
く
消
防
団
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
の
勧
誘
が
入
団

の
き
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か
け
だ
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た
そ
う
で
、
第
14
分

団
副
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団
長
、
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部
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団
長
、
団
本

部
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団
長
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経
て
、
平
成
19
年
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月
か

ら
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代
目
の
消
防
団
長
を
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ま

す
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本
業
は
農
業
。「
団
長
は
行
事
な
ど

に
参
加
す
る
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会
が
多
く
、
仕
事
と
の

両
立
が
大
変
で
す
」
と
苦
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し
な
が
ら

も
、「
団
員
の
見
本
と
な
る
よ
う
、
自

分
自
身
が
し
っ
か
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と
し
た
行
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を
と

る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
一
番
の
悩
み
は
、

団
員
不
足
。「
昔
の
消
防
団
に
は
農
業

や
商
業
な
ど
自
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業
の
人
が
多
く
い
ま

し
た
。
今
は
会
社
勤
め
の
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が
多
く
、

会
社
の
理
解
が
な
い
と
消
防
団
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活
動
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」や「
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上
な
ど
に
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車
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受章報告のため市長を訪問された田中ご夫妻
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の
消
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に
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て
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ま
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中
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和
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年
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後
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13
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１
月
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平
成
19
年
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月
ま
で
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団
長
を
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め
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間
に
わ
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り
消
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業
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に
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れ

ま
し
た
。

　
受
章
お
め
で
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う
ご
ざ
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ま
す
。
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に
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で
す

「
消
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」
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禁
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す
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以
上
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、７
割
の
人
が

「
逃
げ
遅
れ
」が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
理
由
と

し
て
は
夜
間
の
就
寝
中
に
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
早
め
に
火
災
の

発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
、逃
げ
遅
れ
ず
に
助
か
る
可
能
性
が

大
変
高
い
こ
と
か
ら
、設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
既
存
住
宅
は
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。　

年間の活動状況

に
も
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。
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少
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と
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で
若
手
の
勧
誘
や
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成
を
図
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く
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と
が
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」
と

話
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ま
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た
。

　
最
後
に
、「
災
害
は
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つ
起
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る
と

も
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ま
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。
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た
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は
本
業
を
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な
が
ら
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。
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行 政市内の交通事故発生状況 11月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故 508件（－63） ▼死者 3人（+1）

▼負傷者 652件（－88） ▼物損事故 1,263件（－136）

■
税
務
課（
内
線
１
２
２
）

■
市
民
課（
内
線
１
０
０
）

平
成
21
年
度 

市
・
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す

　

ま
も
な
く
平
成
21
年
度
の「
市
・
県
民
税
」と
平
成
20
年
分
の「
所
得

税
」の
申
告
の
時
期
で
す
。こ
の
申
告
は
、平
成
21
年
度
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
・
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護

保
険
料
な
ど
の
額
を
算
定
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、希
望
す
る
人
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）を
交

付
し
て
い
ま
す
。

①
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
（
運
転
免
許
証
・パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

②
印
か
ん

③
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
写
真
１
枚

　
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
で
無
背
景
、無
帽
、正
面
の
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
）

手
数
料　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
５
０
０
円
、電
子
証
明
書
５
０
０
円

※
電
子
証
明
書
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
と
き
は
、個
人

認
証
の
登
録
が
必
要
で
す
。発
行
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、確
定
申
告

な
ど
で
取
得
を
希
望
す
る
人
は
、早
め
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

受付時間　午前9時～11時30分／午後1時～4時

地　区

福　重

萱　瀬

松　原

西大村

三　浦

鈴　田

竹　松

大　村

全地区

場　所

福重住民センター

萱瀬住民センター

松原住民センター

中地区公民館

三浦住民センター

鈴田住民センター

竹松住民センター

市役所2階大会議室

申告受付日

2月2日（月）

2月3日（火）

2月4日（水）～6日（金）

2月9日（月）

2月10日（火）～13日（金）
※祭日を除く

2月16日（月）～27日（金）
※土日を除く

3月2日（月）～16日（月）
※土日を除く

■
道
路
課（
内
線
４
２
８
）

■
水
道
局
業
務
課

53
１
１
１
１

浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

交
通
安
全
総
点
検
で
の
要
望
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

指
定
学
校
変
更
許
可
の
基
準
を
追
加
し
ま
し
た

浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
窓
口
が「
環
境
保
全
課
」か
ら

「
水
道
局
業
務
課
」に
変
わ
り
ま
す
。

﹇
受
付
期
間
﹈ 

２
月
２
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
関
す
る
業
務
は
今
年
度
か
ら
水
道
局
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
受
付
も
、水
道
局（
西
三
城

町
）で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、臨
時
受
付
窓
口
の
開
設
や
受
付
窓
口
の
時
間
延
長
な
ど
、詳
し

く
は
広
報
お
お
む
ら
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
25
日
に
竹
松
地
区
で
地
区
住
民
、道
路
管
理
者
、警
察
な
ど

72
人
が
参
加
し
て
交
通
安
全
総
点
検
を
行
い
、道
路
に
関
す
る
多
く
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。要
望
箇
所
の
う
ち
措
置
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
、緊

急
度
の
高
い
も
の
か
ら
随
時
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

　

指
定
学
校
以
外
へ
の
就
学
希
望
者
の
許
可
要
件
に
新
た
な
基
準
を
追
加

し
ま
し
た
。

①
通
学
距
離
…
自
宅
か
ら
指
定
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
小
学
校
で
３
㎞
以

上
、中
学
校
で
５
㎞
以
上
あ
り
、隣
接
す
る
学
校
が
指
定
学
校
よ
り
近
い
場

合（
自
宅
か
ら
指
定
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
隣
接
す
る
学
校
ま
で
の
通

学
距
離
の
お
お
む
ね
２
倍
以
上
）

②
小
学
校
の
指
定
学
校
変
更
に
よ
る
中
学
校
入
学
…
小
学
校
在
籍
時
に
指
定

学
校
変
更
の
許
可
を
受
け
、卒
業
ま
で
継
続
し
て
在
籍
し
、今
春
卒
業
す
る

小
学
校
と
同
じ
通
学
区
域
の
中
学
校
へ
本
人
が
希
望
す
る
場
合

指
定
学
校
変
更
許
可
の
申
請
開
始　
２
月
2
日
㈪
〜

■
総
務
法
制
課（
内
線
４
９
５
）　

大
村
警
察
署

54
０
１
１
０

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

《
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
機
能
》

《
申
請
時
に
必
要
な
も
の
》

○
日
常
生
活
で
本
人
確
認
に
使
え
ま
す
。

写
真
付
き
の
も
の
は
、公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

例
・
金
融
機
関
の
窓
口
で
の
本
人
確
認

・
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
の
公
的
身
分
証
明
書

○
住
基
ネ
ッ
ト
で
本
人
確
認
が
で
き
ま
す
。

全
国
ど
こ
で
も
住
民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
申
請
で
の
本
人
確
認
に
使
え
ま
す
。

ｅ
│

Ｔａｘ
な
ど
の
電
子
申
請
に
必
要
な
電
子
証
明
書（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
ま
す
。

【
要
望
件
数
】・・
・
32
件

〈
道
路
管
理
者
へ
の
要
望
〉

○
歩
道
に
関
す
る
こ
と 

８
件

○
電
柱・看
板
に
関
す
る
こ
と 

３
件

○
隣
接
民
地
の
状
況
に

　

関
す
る
こ
と 

６
件

○
そ
の
他 

９
件

 

計
26
件

〈
警
察・公
安
委
員
会
へ
の
要
望
〉

○
交
通
規
制 

１
件

○
信
号
機
設
置 

３
件

○
駐
車
違
反
等
取
締
ま
り 

２
件

 

計
６
件

　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、具
体
的
な
給
付
方
法
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、現
在
の
と
こ
ろ
市
民
の
皆
さ
ん
へ
内
容
を
お
知
ら
せ
で
き
る
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。決
ま
り
次
第
、広
報
お
お
む
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

も
し
、定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
物
、訪
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、相
手
の
指
示
に

従
わ
ず
、警
察
に
相
談
す
る
か
、市
役
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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行 政市内の交通事故発生状況 11月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人身事故 508件（－63） ▼死者 3人（+1）

▼負傷者 652件（－88） ▼物損事故 1,263件（－136）

■
税
務
課（
内
線
１
２
２
）

■
市
民
課（
内
線
１
０
０
）

平
成
21
年
度 

市
・
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す

　

ま
も
な
く
平
成
21
年
度
の「
市
・
県
民
税
」と
平
成
20
年
分
の「
所
得

税
」の
申
告
の
時
期
で
す
。こ
の
申
告
は
、平
成
21
年
度
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
・
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護

保
険
料
な
ど
の
額
を
算
定
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、希
望
す
る
人
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）を
交

付
し
て
い
ま
す
。

①
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
（
運
転
免
許
証
・パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

②
印
か
ん

③
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
写
真
１
枚

　
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
で
無
背
景
、無
帽
、正
面
の
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
）

手
数
料　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
５
０
０
円
、電
子
証
明
書
５
０
０
円

※
電
子
証
明
書
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
と
き
は
、個
人

認
証
の
登
録
が
必
要
で
す
。発
行
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、確
定
申
告

な
ど
で
取
得
を
希
望
す
る
人
は
、早
め
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

受付時間　午前9時～11時30分／午後1時～4時

地　区

福　重

萱　瀬

松　原

西大村

三　浦

鈴　田

竹　松

大　村

全地区

場　所

福重住民センター

萱瀬住民センター

松原住民センター

中地区公民館

三浦住民センター

鈴田住民センター

竹松住民センター

市役所2階大会議室

申告受付日

2月2日（月）

2月3日（火）

2月4日（水）～6日（金）

2月9日（月）

2月10日（火）～13日（金）
※祭日を除く

2月16日（月）～27日（金）
※土日を除く

3月2日（月）～16日（月）
※土日を除く

■
道
路
課（
内
線
４
２
８
）

■
水
道
局
業
務
課

53
１
１
１
１

浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

交
通
安
全
総
点
検
で
の
要
望
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

指
定
学
校
変
更
許
可
の
基
準
を
追
加
し
ま
し
た

浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
窓
口
が「
環
境
保
全
課
」か
ら

「
水
道
局
業
務
課
」に
変
わ
り
ま
す
。

﹇
受
付
期
間
﹈ 

２
月
２
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
関
す
る
業
務
は
今
年
度
か
ら
水
道
局
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
維
持
管
理
費
補
助
金
の
申
請
受
付
も
、水
道
局（
西
三
城

町
）で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、臨
時
受
付
窓
口
の
開
設
や
受
付
窓
口
の
時
間
延
長
な
ど
、詳
し

く
は
広
報
お
お
む
ら
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
25
日
に
竹
松
地
区
で
地
区
住
民
、道
路
管
理
者
、警
察
な
ど

72
人
が
参
加
し
て
交
通
安
全
総
点
検
を
行
い
、道
路
に
関
す
る
多
く
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。要
望
箇
所
の
う
ち
措
置
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
、緊

急
度
の
高
い
も
の
か
ら
随
時
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

　

指
定
学
校
以
外
へ
の
就
学
希
望
者
の
許
可
要
件
に
新
た
な
基
準
を
追
加

し
ま
し
た
。

①
通
学
距
離
…
自
宅
か
ら
指
定
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
小
学
校
で
３
㎞
以

上
、中
学
校
で
５
㎞
以
上
あ
り
、隣
接
す
る
学
校
が
指
定
学
校
よ
り
近
い
場

合（
自
宅
か
ら
指
定
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
隣
接
す
る
学
校
ま
で
の
通

学
距
離
の
お
お
む
ね
２
倍
以
上
）

②
小
学
校
の
指
定
学
校
変
更
に
よ
る
中
学
校
入
学
…
小
学
校
在
籍
時
に
指
定

学
校
変
更
の
許
可
を
受
け
、卒
業
ま
で
継
続
し
て
在
籍
し
、今
春
卒
業
す
る

小
学
校
と
同
じ
通
学
区
域
の
中
学
校
へ
本
人
が
希
望
す
る
場
合

指
定
学
校
変
更
許
可
の
申
請
開
始　
２
月
2
日
㈪
〜

■
総
務
法
制
課（
内
線
４
９
５
）　

大
村
警
察
署

54
０
１
１
０

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

《
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
機
能
》

《
申
請
時
に
必
要
な
も
の
》

○
日
常
生
活
で
本
人
確
認
に
使
え
ま
す
。

写
真
付
き
の
も
の
は
、公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

例
・
金
融
機
関
の
窓
口
で
の
本
人
確
認

・
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
の
公
的
身
分
証
明
書

○
住
基
ネ
ッ
ト
で
本
人
確
認
が
で
き
ま
す
。

全
国
ど
こ
で
も
住
民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
申
請
で
の
本
人
確
認
に
使
え
ま
す
。

ｅ
│

Ｔａｘ
な
ど
の
電
子
申
請
に
必
要
な
電
子
証
明
書（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
ま
す
。

【
要
望
件
数
】・・
・
32
件

〈
道
路
管
理
者
へ
の
要
望
〉

○
歩
道
に
関
す
る
こ
と 

８
件

○
電
柱・看
板
に
関
す
る
こ
と 

３
件

○
隣
接
民
地
の
状
況
に

　

関
す
る
こ
と 

６
件

○
そ
の
他 

９
件

 

計
26
件

〈
警
察・公
安
委
員
会
へ
の
要
望
〉

○
交
通
規
制 

１
件

○
信
号
機
設
置 

３
件

○
駐
車
違
反
等
取
締
ま
り 

２
件

 

計
６
件

　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、具
体
的
な
給
付
方
法
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、現
在
の
と
こ
ろ
市
民
の
皆
さ
ん
へ
内
容
を
お
知
ら
せ
で
き
る
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。決
ま
り
次
第
、広
報
お
お
む
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

も
し
、定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
物
、訪
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、相
手
の
指
示
に

従
わ
ず
、警
察
に
相
談
す
る
か
、市
役
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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経
済
界
な
ど
の
ト
ッ
プ
が
ア
ド
バ
イ
ス

│
大
村
市
顧
問
会
議
│

11/12　
第
10
回
大
村
市
顧
問
会
議
が
東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
側
か
ら
市
長
は
じ
め
６
人
が
出
席
し
、
大
村
市
に
ゆ

か
り
が
あ
り
大
企
業
な
ど
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
本
市
顧
問
の
皆

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
市
の
現
状
や
展
望
な
ど
を
説
明
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
顧
問
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
大
村
の
飛
躍
、
発
展

を
期
待
す
る
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
席
い
た
だ
い
た
顧
問
の
皆
さ
ん
は
、
紀
内
隆
宏
氏
（
全

国
市
町
村
振
興
協
会
顧
問
）、
古
森
重
隆
氏
（
富
士
フ
イ
ル

ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
杉

田
亮
毅
氏
（
日
本
経
済
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長
）、
中
西

英
介
氏
（
旧
コ
マ
ツ
電
子
金
属
代
表
取
締
役
社
長
）
の
４
人

で
す
。（
五
十
音
順
）

　

国
道
34
号
大
村
拡
幅
等
の
事
業
促
進
を
国
土

交
通
大
臣
等
へ
要
望

11/13

長
崎
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
改
装
オ
ー
プ
ン

12/1
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
﹈
オ
ー
プ
ン

12/3

　
官
民
で
組
織
す
る
「
国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線
道
路

整
備
促
進
期
成
会
（
会
長
　

松
本
市
長
）」
は
、
地
元
選
出

国
会
議
員
、
国
土
交
通
省
な

ど
へ
、
国
道
34
号
大
村
拡
幅
、

都
市
計
画
道
路
の
早
期
完
成

な
ど
の
事
業
促
進
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
成
会
で
は
、
引
続
き
各

方
面
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
、
全
区
間
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
九
州
新
幹
線
建
設
局
の
大
村
鉄
道
建
設

所
の
開
所
式
が
、
県
内
関
係
自
治
体
、Ｊ
Ｒ
九
州
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
鉄
道
建
設
所
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
の
ビ
ル
内
に

開
所
し
、
今
後
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
の
う
ち
俵
坂
ト
ン
ネ
ル

工
区
境
か
ら
諫
早
駅
ま
で
の
約
30
㎞
の
土
木
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
松
本
市
長
は
市
の
工
事

区
間
の
建
設
発
注
な
ど
に

地
元
企
業
の
活
用
を
は
か

る
な
ど
の
要
望
書
を
12
月

１
日
、
九
州
新
幹
線
建
設

局
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

九
州
新
幹
線
西
九
州
（
長
崎
）
ル
ー
ト

│
大
村
鉄
道
建
設
所
開
所
式
│

11/17

ロ
ボ
ッ
ト
製
造
企
業

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
立
地
表
明

11/28　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
・
計
測
機
の
開
発
製
造

を
行
う
「
ユ
ニ
ク
ラ
フ
ト
ナ
グ
ラ
」
が
市
内
雄
ケ
原
町

の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
立
地
表
明
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
静
岡
県
湖
西
市
に
本

社
を
置
き
、
同
県
内
に
10
か
所
、

愛
知
県
に
1
か
所
の
工
場
を
操

業
中
で
、
東
海
地
区
以
外
へ
の

進
出
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
新
工
場
は
平
成
23
年
10
月
ま

で
の
操
業
開
始
を
目
指
し
、
18

人
の
地
元
雇
用
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
村
競
艇
の
場
外
発
売
場
と
し
て
は
６
か
所
目
と
な
る
小

規
模
場
外
発
売
場
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
」
が
、
鹿

児
島
県
鹿
児
島
市
の
天
文
館
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
」
で

は
、
年
間
10.

５
億
円
の
売
上
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
12
月
2
日
に
は
、
鹿
児
島

県
志
布
志
市
と
小
規
模
場
外
発
売

場
「
オ
ラ
レ
志
布
志
」
の
開
設
に

関
す
る
行
政
協
定
調
印
式
を
行
い
、

来
年
４
月
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
長
崎
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
増
改
築
工
事
が
完
成
し
、
全

面
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
改
装
は
、
床
面
積
の
増
築
、
ビ

ル
正
面
の
ガ
ラ
ス
張
り
、
ロ
ビ
ー
の

拡
張
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
ト
イ
レ

の
増
設
、
有
料
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ウ
ン
ジ

の
新
設
な
ど
で
、
工
事
は
２
年
間
に

わ
た
り
ま
し
た
。

　
完
成
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ

め
県
や
航
空
会
社
関
係
者
約
１
５
０

人
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
緑
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
堀
之
内
四
郎
さ
ん

（
玖
島
２
丁
目
）
は
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
毎
日
、

自
宅
か
ら
大
村
公
園
、
円
融
寺
を
通
る
朝
の
散
歩

に
あ
わ
せ
て
、
道
路
に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
や

ご
み
な
ど
の
回
収
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
始
め
た
頃
は
ま
だ
町
内
に
空
き
地
が
多
く
て
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
円
融
寺
周
辺
は
観
光
で
来
ら
れ
る
人
も
多
い

の
で
気
持
ち
よ
く
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
い
と
き
に
は
２
時
間
く
ら
い
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
最
近
は
皆
さ
ん
の
環
境

長
年
に
わ
た
り
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
尽
力

意
識
が
高
く
な
っ
た
の
か
ご
み
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
環
境
美
化
や
町
内
で
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　「
身
に
余
る
章
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。

今
後
も
力
の
続
く
限
り
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と

喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
褒
状
（
緑
状
）
を
受
章
さ
れ
た
富
の
原
１
丁
目

老
人
会
は
、
町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
で
構
成

さ
れ
、
現
在
会
員
が
78
人
。
昭
和
42
年
の
老
人
会

設
立
当
初
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
町
内
の
公
園
の
清
掃
、

側
道
の
花
だ
ん
の
手
入
れ
な
ど
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　「
当
時
、
富
の
原
地
区
は
新
し
く
で
き
た
ま
ち

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
環
境
を
良
く

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
清
掃
を
始
め
ま
し
た
。
長

く
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
同
じ
思
い
か
ら
で
す
」

と
赤
木
信
雄
会
長
は
話
し
ま
す
。

　
清
掃
を
行
っ
て
い
る
富
の
原
１
丁
目
公
園
の
一

緑綬褒章を受章した
堀之内四郎さん

まちの話題

　
平
成
20
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、
市
内
で
長
年
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る

１
個
人
と
１
団
体
に
対
し
、社
会
奉
仕
活
動
で
功
績
が
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
緑
綬
褒
章
・

褒
状
（
緑
状
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
活
動
の
よ
う
す
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

角
に
は
、
平
成
16
年
に
受
賞
し
た
環
境
大
臣
表
彰

の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
に
は

今
回
の
受
章
の
記
念
碑
を
新
た
に
建
て
る
そ
う
で

す
。

　
赤
木
会
長
は
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
会
員

一
同
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
ま
ち
を

き
れ
い
に
と
い
う
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

褒状（緑状）を受章した　　
富の原１丁目老人会の皆さん（前列右から 2人目 赤木会長）

社会奉仕活動で褒章受賞

り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

ほ
う
じ
ょ
う
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行政評価結果を公表します平成
20年度
平成
20年度

市では、これまでの活動をふりかえりながら、限られた予算の使い方とその結果（成果）を
明らかにし、より良いサービスを効率的に提供していくため行政評価に取り組んでいます。

評価対象施策数 68施策　評価対象事業数 564事業※

※継続事業…535事業、新規事業…19事業、補正予算事業（新規）…10事業（12月補正まで）

事務事業評価結果
◆継続事業 ◆継続事業評価結果

方向性
現状維持
その他の見直し
終　　了
拡　　充
終期設定
廃　　止
縮　　小
　　　計

●「拡充」とした主な事業
新幹線建設推進事業
男女共同参画推進事業
AED推進事業（自動体外式除細動器設置事業）
健康診査事業
特定健康診査等事業
認知症高齢者見守り事業
マイバッグ利用推進事業
環境学習推進事業
耕作放棄地復旧活動推進事業
歴史観光立市推進事業
小学校施設等耐震化事業
中学校施設等耐震化事業
教員補助員派遣事業
体育文化センター運営管理事業

307
143
22
41
5
7
10
535

事業数

◆新規事業
方向性

採　　用
不 採 用
　　　計

19
0
19

事業数

現状維持
57.3%その他の見直し

26.8%

終了 4.1%

拡充 7.7%

終期設定 0.9% 廃止 1.3%

縮小 1.9%

●「縮小」とした主な事業
安全運転講習事業

●事業効果などから新規事業として採用した主な事業
水資源保全調査・解析業務委託
市史編さん事業
国体推進事業
電子申請システム推進事業

●「終了」とした主な事業
公共交通体系整備事業
老人保健事業
障害者ファミリーサポート支援事業
都市交流型農業振興事業
一般雇用促進事業
交通安全施設整備事業（小路口第一踏切整備）
私立幼稚園入園料補助金

●「終期設定」とした主な事業
工業用水道拡張事業

●「廃止」とした主な事業
就業支援事業
安全・安心住まいづくり支援事業

■企画政策課（内線223）

●各事業の評価表は、市役所1階の情報コーナー、各住民センターおよび市ホームページで公表しています。
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水道局からのお知らせです

平成21年4月から受付・検針・収納などの
料金業務を民間委託します

上下水道事業の経営健全化・効率化、お客様サービスの向上を目指し、現在、
水道局職員が行っている業務のうち、受付・検針業務などを民間会社に委託し
ます。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
なお、受付などの業務は、これまでどおり水道局庁舎1階で行います。

　上下水道施設の維持管理、水質管理、工事関係業務は、引き続き
水道局で行います。
　なお、個人敷地内、公道上のすべての水道漏水通報受付および修繕、
下水道施設のつまりなどによる通報受付および修繕業務は、昨年4月か
ら大村市給水工事センターが24時間体制で行っています。

福岡市博多区那珂5-3-13
フジ地中情報株式会社 九州支店受託業者

温室効果ガスの排出量
24,276.6ｔ-CO2（基準年度比 8.36%増）

ガス別の排出割合
■二酸化炭素　94.4%■一酸化二窒素　4.4%
■メタン　1.2%

排出量算定項目の状況
基準年度と比較して増加した項目…
　ガソリン、LPG、天然ガス、都市ガス、電気使用量、公用車走行距離、
　一般廃棄物焼却量、廃プラスチック焼却量、下水処理量
基準年度と比較して減少した項目…灯油、軽油、A重油

結果の分析

大村市給水工事センター 543169 ■水道局業務課 541116

■環境保全課（内線142）

地球温暖化対策実行計画に基づく
温室効果ガス排出状況を公表します
　市では、地球温暖化の防止を図るため、市の事務・事業で発生する二酸化炭素などの温室効果ガス排出量
を基準年度（平成16年度）比6.2％削減を目標とする「大村市地球温暖化対策実行計画（第2期）」を策定し、
排出抑制の取り組みに努めています。
　平成19年度に市の施設から排出された温室効果ガス排出量を計画に基づき公表します。

　清掃センターで処理するごみに含まれるプラスチック類
の焼却に伴う温室効果ガス排出量の増加（9.7%）や、施
設拡充、渇水の影響などによる電気使用量増加に伴う排
出量の増加（5.5%）などが、市立病院などのＡ重油使用量
減少に伴う排出量減少（△7.8%）などを上回り、結果とし
て、基準年度比8.36%の増加となりました。

今後の対策
　この計画では、家庭や事業所などから排出される一般廃
棄物の量なども算定の対象となっており、温室効果ガス排
出量の削減には、ごみの減量化と分別回収も大変重要に
なります。
　今後も、市の施設での節電や各種燃料使用の節約など
に取り組む一方、家庭や事業所などにおける節水やごみの
減量化・分別の徹底などを一層推進していきます。
　皆さんのご協力をお願いします。
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　県指定無形民俗文化財の黒丸踊の始祖・法養の命日にあたる11
月28日、黒丸公民館横の法養堂で「法養祭」が行われ、踊りが奉納さ
れました。黒丸踊は約500年の伝統をもつ勇壮華麗な踊りで、直径
4.8ｍ・重さ約60kgの大花輪を背負って踊るのが特徴。その伝統は地
元の皆さんでつくる保存会により今も受け継がれています。なお同保
存会は昨年、地域伝統芸能大賞保存継承賞を受賞しました。

　秋の収穫を祝う恒例のおおむら秋まつりが、さくらホール駐車場で開催されまし
た。朝からの雨で催し物の一部はさくらホールで行われましたが、昼前からは雨も
上がり屋外の特設ステージに場所を移して予定通り行われました。会場には大村
産の精肉や新鮮野菜、特産物などを販売するテントが立ち並び、多くの買い物客
でにぎわいました。また、郷土芸能の寿古踊や下鈴田浮立、大村龍踊の披露や民
踊道行、創作ダンスなど多彩な催しが行われ、約１万５千人（主催者発表）が収穫
の秋を楽しみました。

▲

第8回おおむら秋まつり
収穫の秋に感謝して11/24

　男子バレーボール日本代表の植田辰哉監督や東京五輪金メダリ
ストの河西昌枝さんなど、総勢13人のオリンピック出場選手が参加
したイベントが、2日間に渡ってシーハットおおむらで開催されまし
た。この事業は、「宝くじスポーツフェア」の一環として全国各地で
開催されているもので、本市を含め10か所で行われています。１日目
は学校や地域などでバレーボールの指導にあたっている人を対象と
したクリニックが行われ、２日目は小学生やママさんバレーボール
愛好者など約200人が参加したバレーボール教室が行われました。
参加者の皆さんは、間近に見る有名選手に緊張しながらも、約２時
間、サーブやレシーブ、スパイクなどの指導を受けました。その後、
選手たちで結成するドリームチームと選抜３チームのフレンドリー・
マッチ（親善試合）などが行われました。

▲

宝くじスポーツフェア
　はつらつママさんバレーボールinおおむら

五輪選手の指導にドキドキ12/6・7

▲

黒丸踊「法養祭」
受け継がれる500年の伝統11/28

　郡コミセンを定例的に利用して学習活動を行っているグループが参加し
て、初めての学習発表会が開催されました。郡コミセンは、市内北部の生
涯学習の拠点として一昨年12月1日にオープン。開館以来、利用者も着実
に増加し、現在３１団体が定例利用団体として活動しています。この日は
コーラス、詩吟、太極拳などの舞台発表と華道、陶芸、絵画などの展示発
表が行われ、参加した皆さんは1年間の学習成果を見事に発揮しました。

▲

第１回こおりコミセンまつり
初めての学習発表会11/30

　冬の萱瀬を彩る、しあわせイルミネーションの点灯式が萱瀬中学
校グラウンドで行われました。このイルミネーションは、萱瀬地区の
皆さんでつくる「しあわせイルミネーション実行委員会」が実施して
おり今年で５回目を迎えます。萱瀬地区では、各家庭でも庭先など
にイルミネーションを飾りつけ、同地区の新しい冬の風物詩として行
き交う人の目を楽しませています。このイルミネーションは１月９日ま
で午後６時から10時まで毎日点灯されています。

▲

第5回しあわせイルミネーション点灯式
萱瀬に冬の風物詩11/29

　昔ながらのお手玉や凧、布ぞうりなどの作り方を教える催しが、
竹松小学校体育館でありました。この行事は、竹松小学校区健全
協が子どもたちに地域とのかかわりの中で、創作の喜びや楽しみを
味わいながら伝統の伝授・伝承を図ろうと開催しているもので、今
回で23回目になります。子どもたちは、お年寄りや地域の人たちと
楽しそうに会話をはずませながら、作り方や遊び方を教えてもらっ
ていました。

▲

伝統継承行事
昔ながらの遊びを伝授12/7

　歳末の火災予防を願い、大村消防署で恒例の歳末火災予防もち
つき大会が行われました。今年は幼年消防クラブの中央保育所と
新城保育園の園児約70人が参加。はっぴ姿の園児たちは、子ども用
の小さい杵を使って、「よいしょ！」のかけ声に合わせて交代でもち
をつきました。つきあがったもちは、みんなで丸めたあと、おみやげ
に持ち帰りました。

▲

歳末火災予防もちつき大会
火の用心を願ってぺったん、ぺったん12/9

　市内4つの公立保育所合同によるクリスマス会がさくらホールで行
われました。2歳児から5歳児まで約280人の園児が歌や劇などを発
表。練習の成果を一生懸命披露する園児たちの姿に、満員の会場
から温かい拍手が送られていました。最後は、職員扮するサンタク
ロースから一人ひとりにひとあし早いクリスマスプレゼントが贈ら
れ、園児たちはうれしそうに受け取っていました。

▲

公立保育所合同クリスマス会
とってもじょうずにできました12/6

参加者にサーブの打ち方を指導する植田監督

うえたたつや

かさいまさえ

ふん

たこ

きね
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　県指定無形民俗文化財の黒丸踊の始祖・法養の命日にあたる11
月28日、黒丸公民館横の法養堂で「法養祭」が行われ、踊りが奉納さ
れました。黒丸踊は約500年の伝統をもつ勇壮華麗な踊りで、直径
4.8ｍ・重さ約60kgの大花輪を背負って踊るのが特徴。その伝統は地
元の皆さんでつくる保存会により今も受け継がれています。なお同保
存会は昨年、地域伝統芸能大賞保存継承賞を受賞しました。

　秋の収穫を祝う恒例のおおむら秋まつりが、さくらホール駐車場で開催されまし
た。朝からの雨で催し物の一部はさくらホールで行われましたが、昼前からは雨も
上がり屋外の特設ステージに場所を移して予定通り行われました。会場には大村
産の精肉や新鮮野菜、特産物などを販売するテントが立ち並び、多くの買い物客
でにぎわいました。また、郷土芸能の寿古踊や下鈴田浮立、大村龍踊の披露や民
踊道行、創作ダンスなど多彩な催しが行われ、約１万５千人（主催者発表）が収穫
の秋を楽しみました。

▲

第8回おおむら秋まつり
収穫の秋に感謝して11/24

　男子バレーボール日本代表の植田辰哉監督や東京五輪金メダリ
ストの河西昌枝さんなど、総勢13人のオリンピック出場選手が参加
したイベントが、2日間に渡ってシーハットおおむらで開催されまし
た。この事業は、「宝くじスポーツフェア」の一環として全国各地で
開催されているもので、本市を含め10か所で行われています。１日目
は学校や地域などでバレーボールの指導にあたっている人を対象と
したクリニックが行われ、２日目は小学生やママさんバレーボール
愛好者など約200人が参加したバレーボール教室が行われました。
参加者の皆さんは、間近に見る有名選手に緊張しながらも、約２時
間、サーブやレシーブ、スパイクなどの指導を受けました。その後、
選手たちで結成するドリームチームと選抜３チームのフレンドリー・
マッチ（親善試合）などが行われました。

▲

宝くじスポーツフェア
　はつらつママさんバレーボールinおおむら

五輪選手の指導にドキドキ12/6・7

▲

黒丸踊「法養祭」
受け継がれる500年の伝統11/28

　郡コミセンを定例的に利用して学習活動を行っているグループが参加し
て、初めての学習発表会が開催されました。郡コミセンは、市内北部の生
涯学習の拠点として一昨年12月1日にオープン。開館以来、利用者も着実
に増加し、現在３１団体が定例利用団体として活動しています。この日は
コーラス、詩吟、太極拳などの舞台発表と華道、陶芸、絵画などの展示発
表が行われ、参加した皆さんは1年間の学習成果を見事に発揮しました。

▲

第１回こおりコミセンまつり
初めての学習発表会11/30

　冬の萱瀬を彩る、しあわせイルミネーションの点灯式が萱瀬中学
校グラウンドで行われました。このイルミネーションは、萱瀬地区の
皆さんでつくる「しあわせイルミネーション実行委員会」が実施して
おり今年で５回目を迎えます。萱瀬地区では、各家庭でも庭先など
にイルミネーションを飾りつけ、同地区の新しい冬の風物詩として行
き交う人の目を楽しませています。このイルミネーションは１月９日ま
で午後６時から10時まで毎日点灯されています。

▲
第5回しあわせイルミネーション点灯式
萱瀬に冬の風物詩11/29

　昔ながらのお手玉や凧、布ぞうりなどの作り方を教える催しが、
竹松小学校体育館でありました。この行事は、竹松小学校区健全
協が子どもたちに地域とのかかわりの中で、創作の喜びや楽しみを
味わいながら伝統の伝授・伝承を図ろうと開催しているもので、今
回で23回目になります。子どもたちは、お年寄りや地域の人たちと
楽しそうに会話をはずませながら、作り方や遊び方を教えてもらっ
ていました。

▲

伝統継承行事
昔ながらの遊びを伝授12/7

　歳末の火災予防を願い、大村消防署で恒例の歳末火災予防もち
つき大会が行われました。今年は幼年消防クラブの中央保育所と
新城保育園の園児約70人が参加。はっぴ姿の園児たちは、子ども用
の小さい杵を使って、「よいしょ！」のかけ声に合わせて交代でもち
をつきました。つきあがったもちは、みんなで丸めたあと、おみやげ
に持ち帰りました。

▲

歳末火災予防もちつき大会
火の用心を願ってぺったん、ぺったん12/9

　市内4つの公立保育所合同によるクリスマス会がさくらホールで行
われました。2歳児から5歳児まで約280人の園児が歌や劇などを発
表。練習の成果を一生懸命披露する園児たちの姿に、満員の会場
から温かい拍手が送られていました。最後は、職員扮するサンタク
ロースから一人ひとりにひとあし早いクリスマスプレゼントが贈ら
れ、園児たちはうれしそうに受け取っていました。

▲

公立保育所合同クリスマス会
とってもじょうずにできました12/6

参加者にサーブの打ち方を指導する植田監督
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※
相
談
に
関
す
る
も
の
、免
許
証
の
更
新
、落
と
し
物
の
届
け

出
な
ど
、緊
急
で
な
い
用
件
は「
＃
９
１
１
０
」ま
た
は
大
村

警
察
署
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

○
１
１
０
番
の
か
け
方

家
庭
の
加
入
電
話
・
携
帯
電
話
な
ど
す
べ
て
１
１
０
番

（
市
外
局
番
な
し
）で
つ
な
が
り
ま
す
。

○
１
１
０
番
通
報
す
る
と
き
は
係
員
に
次
の
こ
と
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

①
事
件
か
事
故
か

②
発
生
場
所
の
町
名（
大
村
市
○
○
町
）、目
印
と
な
る

目
標
物
な
ど

③
犯
人
は
ど
ん
な
人
物（
性
別
・
年
齢
な
ど
）、ど
ん
な
服
装
で
、

ど
ん
な
手
段
で（
車
？
走
っ
て
？
）、ど
ち
ら
の
方
向
に
逃
げ
た

④
け
が
な
ど
被
害
の
有
無

⑤
あ
な
た
の
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど

■
大
村
警
察
署
☎
�
０
１
１
０

お
知
ら
せ

情
報
ひ
ろ
ば

電話番号

市役所代表
   
三浦住民センター
   
鈴田住民センター
   
西大村住民センター
   
竹松住民センター
   
萱瀬住民センター
   
福重住民センター
   
松原住民センター
   
水道局代表
   
市民病院代表
　
高齢者・障害者センター
   
男女共同参画推進センター
   
清掃センター
　

☎ � 4111

☎ � 6475

☎ � 2023

☎ � 3725

☎ � 8314

☎ � 7001

☎ � 8614

☎ � 8501

☎ � 1111

☎ � 2161

☎ ⑳ 7301

☎ � 8715

☎ � 3100
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平
成
21
～
22
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

　

申
請
を
受
付
中
で
す

対
象　

①
建
設
工
事　

②
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

③
物
品

（
業
務
委
託
含
む
）な
ど

受
付
期
限　

1
月
30
日
㈮

※
提
出
書
類
や
要
領
は
市
の
ホ
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
契
約
課

　

建
設
工
事
・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・
業
務
委
託（
内
線
２
３
０
）

　

物
品
・リ
ー
ス（
内
線
２
３
１
）

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

○
日
没
1
時
間
前
に
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
雨
天
・
曇
天
時
は
、昼
間
で
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

●
早
め
の
点
灯
時
刻
の
目
安

　

1
月
…
午
後
4
時
30
分
ご
ろ

　

2
月
…
午
後
5
時
ご
ろ

早
め
の
点
灯
は
安
全
運
転
の
シ
ン
ボ
ル
サ
イ
ン
で
す
。

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

すべて無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

1月の定例相談日

1月の健康テレホン

■申し込み・問い合わせ
　地域げんき課 市民110番
　（内線194）

※法律相談（10：00～15：00）は事前にご
予約ください。（予約は電話でも受け付けます）
※そのほかの相談は、相談時間に直接お
越しください。ただし、終了間際にお越
しになると相談に応じられない場合が
ありますので、早めにお越しください。
※このほか消費生活相談も受け付けてい
ます。
　（詳しくは、お問い合わせください）

7日㈬

8日㈭

9日㈮

14日㈬

20日㈫

21日㈬

23日㈮

24日㈯

27日㈫

法 律 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

行政書士相談

人 権 相 談

法 律 相 談

不 動 産 相 談

交通事故相談

子どもの人権・女性の悩み事相談

事前予約制

10:00～15:00

9:30～正午

13:00～16:00

10:00～15:00

事前予約制

13:00～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

☎095（826）5511（長崎）
☎0956（23）4300（佐世保）

火    足首の腫れ

土 日  男性の更年期障害
金　 認知症の早期発見
木　 唇の荒れ
水    「心臓に雑音が聞こえます」と言われたら

月    冷え性

場所：市コミセン

家族血圧
年末年始特別テーマ ※1月4日まで

●借入者負担（貸付利率＋信用保証料 1.85～2.70％）●融資限度額 2,000万円

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を

応
援
し
ま
す

長
崎
県
信
用
保
証
協
会 

☎
０
９
５（
８
２
２
）９
１
７
１

大
村
商
工
会
議
所 

☎
53
４
２
２
２

問
い
合
わ
せ

特
別
相
談
窓
口

要件が拡充されました

開始しました

セーフティネット貸付を
強化しました

金融機関へ
配慮を要請しています

売上が減少している人、原油価格高騰の影響
を受けている人に加え、利益率が減少して
いる人が対象になります

対象業種が拡大されました

セーフティネット保証第5号の
認定を受けた人が対象となります

保証限度額は一般保証とは別枠で
2億8,000万円（うち無担保保証8,000万円）です

経営環境変化資金の別枠特例措置を
1年間延長しました

貸渋り、貸しはがしなどがあれば、
特別相談窓口へご相談ください

広報おおむら 2009 年 1 月号17



　1月12日（月・祝）は成人の日で休日ですが、燃やせるごみの収
集は行います。収集日が月・木曜コースの地区は当日8時30分まで
に出してください。ただし、清掃センターへのごみの持ち込みはでき
ません。

●内容物の確認をしますので、必ず事前に電話をしてください。
●センター内での分別は場内の混雑の原因となりますので、必
　ず事前に分別してお持ち込みください。
●「燃やせるごみ」・・・必ず「大村市指定ごみ袋」をご利用ください。
●「燃やせないごみ」「資源物」は、分別して無色透明の袋をご
　利用ください。
●パソコンや家電5品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯
　機）は持ち込みできません。

犬

墓参り

ごみリサイクル

犬･猫

清掃センター搬入品の

清掃センターへ持ち込むときの注意事項

内 容
① 清掃センターに搬入された家具や家庭用品
    を展示し、抽選でお譲りします。
② スナメリはく製の完成品を初展示
③ 環境ポスター・標語入選者表彰式
④ 生ごみリサイクル講習会
⑤ マイバッグ・エコせっけんプレゼント
⑥ フリーマーケット（家庭用品・衣類・小物雑貨など）
⑦ 水切りパックプレゼント（大村湾をきれいにする会キャンペーン）

1日㈭ 2日㈮ 3日㈯ 4日㈰ 5日㈪

燃やせるごみ収集

日　程

休 み

休 み

休 み

分　別

収 集

収 集

日 割 表 の と おり 収 集しま す

可

資源物・不燃物

センターへの持ち込み

し尿くみ 取り

■清掃センター☎543100

■環境保全課（内線143）

■環境保全課（内線144）

犬を飼うルールを守りましょう

　最近、犬に関する苦情が多く寄せられています。犬の飼
い主は、次のことを守りましょう。
◆敷地内以外での放し飼いはできません。
◆犬を散歩に連れ出すときは丈夫なクサリや綱をかけ、人
を噛むおそれがある場合は、必ず口輪をかけてください。
◆散歩中の「フン」は必ず持ち帰り「燃やせるごみ」として
収集日に出してください。

※これらに違反した場合は、「大村市犬取締条例」で罰せられるこ
　とがありますのでご注意ください。

お墓参り後の生花などは持ち帰りましょう

　お墓参りの時、取り替えられた生花や造花、果
物類などを墓地の空き地に捨てて帰る人が多く
大変迷惑しています。不用になったものは家庭
へ持ち帰り、ごみとして収集日に出してください。

「長崎県動物愛護情報ネットワーク」
を開設しました

　県では、保健所などで収容したり、飼い主が飼えなく
なった犬や猫の情報を公開し、新しい飼い主を捜すため
「長崎県動物愛護情報ネットワーク」を開設しました。
　ホームページで、①譲渡犬（猫）の情報 ②迷い犬の一
覧 ③収容犬の情報などの閲覧や登録ができます。

ホームページアドレス :http://animal-net.pref.nagasaki.jp/

■県央保健所☎㉖3305

環 境環 境

もったいない大抽選会2008 PARTⅡもったいない大抽選会2008 PARTⅡ
年始のごみ出しあんない年始のごみ出しあんない

1月25日㈰
午前9時～正午

市コミセン・ガレリア広場

お
知
ら
せ
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1
月
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

　

市
・
県
民
税（
第
4
期
分
）、国
民
健
康
保
険
税（
第

７
期
分
）の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
期
限　

２
月
２
日
㈪

※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
税
務
課（
内
線
１
２
５
）

　

２
０
０
９
大
村
フ
ラ
ワ
ー
大
使

資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
満
18
歳
以

上
の
男
女（
４
月
1
日
現
在
）※
高
校
生
を
除
く

応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
5
か
月
以
内
の
写
真

（
上
半
身
と
全
身
の
Ｌ
版
各
1
枚
）を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　
「
お
お
む
ら
桜
」「
花
菖
蒲
」の
各
1
名
を
決
定
し
、

4
月
1
日
～
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
、市
内
外
で
大
村

市
の
P
R
活
動
や
各
種
行
事
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
期
限　

2
月
13
日
㈮

申
込
書
配
布
場
所　

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、商
工

会
議
所
、観
光
案
内
所
、市
役
所
案
内

■
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ

　

大
村
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎
�
３
６
０
５

　

女ひ
と

と
男ひ

と

い
き
い
き
講
演
会
参
加
者

と
き　

1
月
24
日
㈯
、午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　

市
コ
ミ
セ
ン

演
題　
「
家
族
の
絆
と
男
女
共
同
参
画
」

講
師　

馬
場
三
恵
子
氏（
佐
賀
市
社
会
教
育
課
長
）

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
〜
ダ
・
カ
ー
ポ（
コ
ー
ラ
ス
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、1
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
も
行
い
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎
�
８
７
１
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
参
加
者

と
き　

1
月
19
日
㈪
、午
後
1
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

内
容　

松
原
宿
活
性
化
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
N
P
O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
☎
�
８
７
２
５

　

交
通
安
全
指
導
員

資
格　

市
内
在
住
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る

18
歳
～
21
歳
未
満
の
未
婚
の
女
性（
高
卒
予
定
者
含
む
）

募
集
人
員　

1
人

申
込
方
法　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
に
、健
康
診
断
書
・

住
民
票
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

1
月
26
日
㈪

■
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ

　

大
村
市
交
通
安
全
協
会
☎
�
９
８
８
９

募　
　

集

講座番号 内　容 2 月の開催日 受講料 申込期限

34  よくわかるパワーポイント   毎週火曜日 2,100円 1月20日㈫

35  インターネット活用 （ショッピング＆オークションなど）   毎週木曜日 1,554円 1月22日㈭

36  実践 Word 〜基礎からじっくり   毎週土曜日 1,260円 1月24日㈯

※時間はいずれも午後１時30分〜3時30分 ※受講料はテキスト代

34 講座 35 講座 36 講座

■情報交流プラザ☎� ００９５

携帯電話からの申し込みは QR コードから
情報交流プラザ    
各講座20人（申し込み多数の場合は抽選）
往復はがき、携帯電話またはＥメールに希望講座番号・住所・
氏名・年齢・性別・電話番号を記入のうえ、お申し込みください。
Ｅメールの場合は、件名に「IＴ講習会申込」と記入してください。
〒856－0022 雄ケ原町1298-29 大村市情報交流プラザ
　  plaza@octp-net.ne.jp

と こ ろ
定 員
申 込 方 法

申 込 先

Ｉ
Ｔ
講
習
会
受
講
生
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第
32
回
お
お
む
ら
駅
伝
競
走
大
会
出
場
者

と
き　

2
月
11
日（
水
・
祝
）

と
こ
ろ　

野
岳
湖
公
園
周
辺
道
路

種
目　

○
一
般
の
部
…
一
般
・
高
校
・
中
学
生
の
男
女

○
選
抜
の
部
…
一
般
・
高
校
生
の
男
子

※
中
学
生
を
除
く
男
子
の
陸
協
登
録
者
で
40
歳
未
満
の

選
手
は
、選
抜
の
部
に
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

６
，０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

申
込
期
間　

1
月
6
日
㈫
～
15
日
㈭

申
込
先
・
申
込
用
紙
配
布　

大
村
市
体
育
協
会

■
大
村
市
体
育
協
会（
地
域
げ
ん
き
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
内
・
内
線
１
８
８
）

　

市
営
住
宅
入
居
者

申
込
期
限　

1
月
13
日
㈫

入
居
日　

2
月
1
日
㈰

抽
選
日
お
よ
び
場
所　

1
月
21
日
㈬
、午
前
10
時
、市

民
会
館

※
空
き
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、建
築
住
宅
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

※
犬（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、猫
な
ど
の
ペッ
ト

類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

■
大
村
都
市
開
発
☎
�
４
１
５
１

　

平
成
21
年
成
人
式

と
き　

1
月
11
日
㈰
、午
前
11
時
30
分
～

※
午
前
11
時
か
ら
受
付

と
こ
ろ　

市
民
会
館

対
象　

昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平
成
元
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
人

※
本
市
出
身
で
市
外
に
住
所
が
あ
る
人
も
出
席
で
き
ま

す
。

■
社
会
教
育
課
☎
�
３
１
６
１

　

市
内
小
学
校
図
工
作
品
展

と
き　

１
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪
、午
前
９
時
～
午
後
５

時　
※
最
終
日
は
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
コ
ミ
セ
ン

内
容　

絵
画
・
版
画
・デ
ザ
イ
ン・工
芸
・工
作
・
彫
刻
・
立
体

デ
ザ
イ
ン

■
三
浦
小
学
校
☎
�
４
３
１
８

　

1
月
の
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

4
日
～
9
日　

水
彩
画
（
早
瀬
・
兵
庫
・
松
尾
三
人
展
）

10
日
～
14
日　

陶
芸
（
小
野
兄
弟
展
）

15
日
～
19
日　

書
道
・
工
芸
・
彫
刻
（
市
内
在
住
の

県
展
入
賞
・
入
選
者
）

20
日
～
24
日　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・
工
芸
・

彫
刻
（
市
内
在
住
の
県
展
入
賞
・
入
選
者
）

25
日
～
31
日　

絵
画
（
高
浜
圭
輔
遺
作
展
）

■
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
�
１
２
１
６

催　
　

し

募　
　

集

時間：午後2時～3時30分 ※2月7日のみ午前10時～正午

開催日 参加費講座名

300 円元気の源！お米のはなし

600 円こだわりのカレーライス

800 円魚のさばき方を学ぶ

300 円大村名物！ゆでピーナッツを味わう

400 円お酒の楽しい酔い方

1月24日（土）

2月  7日（土）

2月14日（土）

2月21日（土）

3月  7日（土）

3月14日（土） 300 円おいしいお茶の入れ方

セカンドステージ講座

■市コミセン ☎543161　 543162

各講座開催の8日前までに、希望する講座ご
とに、はがきまたはファクスに住所・氏名・年
齢・性別・電話番号・希望する講座名（1枚1
講座）を記入のうえ、お申し込みください。
（申込多数の場合は抽選）
〒856-0836 幸町 25-33 市コミセン

受講料および材料費
成人・各 20 人
まちかど研究室　※2月7日と14日は市コミセン

申 込 先

申込方法

参 加 費
定員・対象
と こ ろ

自分再発見講座 ～ 楽しさ自分流 ～自分再発見講座 ～ 楽しさ自分流 ～

昨年の大会のようす
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今
月
の
新
着
図
書

　

歌
人
の
著
者
が
、
絵
本
を
通
し

て
の
息
子
と
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

や
り
取
り
や
、
親
と
し
て
の
思
い

を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に

よ
る
世
界
25
か
国
61
地
域
の
食
生

活
を
対
象
と
し
た
国
際
調
査
に
携

わ
っ
た
著
者
が
、
そ
の
調
査
結
果

を
元
に
、
健
康
で
長
生
き
で
き
る

食
事
の
秘
訣
を
紹
介
。

俵
万
智
著　

朝
日
新
聞
出
版

「
か
ー
か
ん
、
は
あ
い
！

　

～
子
ど
も
と
本
と
私
～
」 

「
食
で
つ
く
る
長
寿
力
」

BOOKS I N F O R M A T I O N ■市立図書館
ホームページ http://www.lib.omura.nagasaki.jp

☎�2457  5 �2514

家
森
幸
男
著　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

天正少年

夢まつり
○イタリア・スペインなどの食品・名産品の展示
　販売、ワイン・パエリアなどの試飲・試食会
○長崎街道シュガーロード物産展
○大村夢カレーの発表、ナポリタン祭り　
◇ところ　中央商店街

●食と国際バザール

○天正夢広場をチューリップなどの花で飾ります。
　夜はイルミネーションで演出します。
　※28日㈯まで
◇ところ　天正夢広場

●花と天正イルミネーション

○「新たなる文化の創造」をテーマに、ホンモノの音楽
    やダンスパフォーマンスを通して刺激と感動をお届け
    します。　※28日㈯まで
◇ところ　市民会館・天正夢広場

●天正少年サウンドラリー 2009

○大村さるく　○大村湾クルージング
○天正少年博物館

●各種イベントを開催予定

■天正少年夢まつり推進市民会議（観光振興課内・内線 242）

歴史を活かしたまちづくり
子どもたちに夢と感動を！

花と光とグルメの祭典

天正夢広場・市民会館・
史料館・中央商店街など

３月20日（金・祝）
　～29日（日）

と き

と こ ろ

おもなイベント
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感動と出会うシーハット。愛されて10周年　シーハットおおむら開館10周年特別企画

【問い合わせ】　シーハットおおむら  〒856-0836  幸町25-33  ☎⑳7200 

ラ  フィエスタ  ラティーナラ  フィエスタ  ラティーナ 光  る  海光  る  海

3/12  ㈭3/12  ㈭

3 / 1 ㈰3 / 1 ㈰

《チケット取扱い》
シーハットおおむら
市 民 会 館

宝くじ文化公演
宝塚歌劇団OGによるラテンファンタジー

ほか12名の華麗なレビュー

平

み

ち

峰
さ
を
理

み
ね

　

　
　り

あ
さ
の

　か

　よ

た
い
ら

ま
お
り

　ゆ

　き

真
織
由
季

麻
乃
佳
世

19：00開演
市民会館

料金／全席指定
前売2,000円（当日2,500円）

あの感動が再び！　2年ぶりの再演決定！

天正遣欧使節
ミュージカル

1回目　14：00開演
2回目　18：00開演

さくらホール

前売 大人 2,000円、小・中・高校生 1,000円
親子券（シーハットのみ取り扱い） 2,500円
 （当日各500円増）

料金／全席自由

〈天正少年夢まつりプレイベント〉

好評
発売中

■視聴覚ライブラリー ☎� 3161

親子映画会

上映作品（アニメ）

☆いじわる狐 ランボー
☆わんぱくウサギ 
　　ターくんのぼうけん
☆二匹の猫と元気な家族

入場無料です。どうぞお楽しみに！

1/10 ㈯

◎中地区公民館
10:00 ～ 11:00

◎ 郡 コミセ ン
13:30 ～ 14:30

入場無料

☆は場外発売

12/31～4日　九スポ杯新春特選レース
  7日～  8日　☆若松ナイター
  7日～12日　日刊スポーツ杯
  9日～12日　☆蒲郡ナイター
13日～18日　☆唐津周年
13日～18日　☆若松ナイター
20日～25日　☆GⅠ新鋭王座決定戦（琵琶湖）
20日～25日　☆蒲郡ナイター
23日～28日　イーバンク杯ゴールデンレース
26日～28日　☆若松ナイター
29日～ 2/2   ☆蒲郡ナイター
29日～ 2/3   ☆九州地区選手権（芦屋）
31日～ 2/3　ケイズカップ

1 月 の 大 村 競 艇
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 図書を寄贈

　国際ソロプチミスト大村から市立図書館に
女性関連図書を寄贈していただきました。

（12月3日）

◎ボランティアで清掃
中央・三城・竹松保育所へ▶大村市
ビルメンテナンス業者会　
池田保育所へ▶長崎県ビルメンテナン
ス協会
◎一般寄付
すこやか福祉基金へ▶シルバー人材セン
ター会員互助会
まちかど市民ギャラリーへ▶松尾静子▶一山
進▶指山智恵子▶おもと愛好会
ふる里へ▶古瀬恭孝▶山崎弘子▶浦崎美
代子▶小玉巨峰園▶松の会▶昊天宮保育
園子育てサロン▶虹の原養護学校高等部
ベイサイド大村へ▶平野重郎▶大村吟詠
会▶大村少年合唱団　共生会へ▶三愛整
骨院▶ミヤザキ▶筑田健一▶出口忍▶吉
原歯科医院▶黒木健一▶大村パールハイ
ム▶雄城治芳▶鈴田の里学園▶村田茂▶
川里産業▶ノモト電気▶鈴田地区町内会
▶虹の原養護学校▶泉の里▶野口水産▶
椿▶ティーンズ美容院▶英商事▶マエダ和
光堂▶コカ・コーラウエストジャパン▶ノグ
チ▶アサヒフード▶中尾義秋　慈恵荘へ
▶松永シズエ▶辻みち子▶あたごや青果▶
赤木信雄▶下川宣義▶松井道▶中橋栄子
▶山本幸雄　光と緑の園へ▶中地区おは
なしの会▶マックスバリュ九州　うぐいす
の丘へ▶野口ハツ▶平川美雪▶福島百江
▶旭が丘小合唱部▶柳原憲臣▶佐々木美

◎裁判員制度が5月21日から始まります
　平成21年は裁判員制度施行元年です。
よりよい司法の実現に向けて、裁判員制
度へのご理解とご協力をお願いします。

〈裁判員の役割〉
①法廷での審理に立ち会うこと
②評議、評決を行うこと
③判決の宣告に立ち会うこと
　詳しくは、http://www.saibanin.courts.go.jp
をご覧ください。
★長崎地方裁判所 ☎095（822）6151

◎法廷傍聴＆裁判員制度説明会
とき　1月22日・29日、2月5日・12日、い
ずれも木曜日、午後1時30分～ 3時30分
ところ　長崎地方裁判所大村支部
★長崎地方裁判所大村支部 ☎�3501

◎交通事故無料相談
相談日　月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後5時（正午～午後1時除く）
相談員　専門相談員
弁護士相談日　毎月第3水曜日、午後1時
～ 4時（予約制要面談）
※来訪される場合は、事前にご連絡ください。
★日本損害保険協会九州支部長崎自動
　車保険請求相談センター 
　☎095（824）2571

◎チャリティー・フリマ＆コンサート
とき　1月31日㈯、午後5時～
ところ　男女共同参画推進センター
入場料　1,000円
★コーラスグループＷＡＯＮ　
　☎080（3941）5648（松田）

◎1月のパソコン教室受講者募集
内容・とき
①やさしいワード講座・毎週月曜日
②やさしいエクセル講座・毎週木曜日
③デジタルカメラの活用・毎週土曜日
※時間はいずれも午前10時～正午
ところ　総合福祉センター
受講料　500円（1回）
★ITヘルプ ☎090（8415）0335（牛島）

◎南画教室会員募集
とき　毎月第2・4土曜日、午後2時～ 4時
ところ　市コミセン
講師　箕

みのだきょうはく

田韭白氏
★南画教室代表 ☎�1955（井上）

◎空手道場生募集
とき　毎週水・金曜日、
　　　午後7時30分〜 9時30分
ところ　西大村コミセン
★新極真会諫早本部 ☎�1323

ミニ情報

　遠山モトさん（明治 41 年 12 月 2
日生まれ）がめでたく100 歳を迎えら
れ、自宅でご家族と長寿をお祝いし
ました。これからもお元気で長生きし
てください。

祝１００歳
おめでとうございます

紀子▶川上ひとみ▶林弘美　三彩の里へ
▶橋本勝郎▶川添亨▶アオバラジオ商会
▶声の会　松原のさとへ▶山田康平▶開
田公勇　泉の里へ▶白浜ジャギーダンス
教室▶松仙会▶琴海連▶琴和会のばらグ
ループ▶向陽幼稚園▶鵜瀬フジエ▶川崎
マスエ▶川添満寿美▶池田鈴子▶石川千
満子▶上村幸三▶倉田輝茂▶才木美子▶
高崎節子▶田中進一郎▶野口ミツ子▶野
田洋志▶平辻心▶福田弘子▶満島貫二▶
山下憲子▶小玉和裁教室▶田中茂夫▶淡
藤会▶平野重郎▶藤間勘巳満▶大村城南
高校▶九州環境福祉医療専門学校▶ここ
ろ医療福祉専門学校▶長崎医療センター
看護学校　大村子供の家へ▶赤水清春▶
貞松勇治▶開田熊男▶いしむら大村▶柳
原久子▶黒河内暎雄▶おはなしの会▶本
陣通り婦人会▶金井秀夫　箕望荘へ▶富
の原民踊クラブ▶渡海次夫
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ご寄付・ご好意
ありがとうございました
　　　　　　　　　　　　　（敬称略）



SPORT
festival

CHORUS
festival

わ
た
し
た
ち
の
学
校
紹
介

20

大
村
中
学
校

生徒数582人／教職員数38人
赤佐古町78番地
531333　校長：石丸菊弘

このページは、各中学校の生徒の皆さんが作っています。次回は3月号で、桜が原中学校を紹介します。

　
大
村
中
学
校
は
、今
年
で
創

立
23
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
市
街
地
を
見
下
ろ
す
高
台

に
あ
る
校
舎
か
ら
は
、大
村
湾

や
長
崎
空
港
は
も
ち
ろ
ん
、良

く
晴
れ
た
日
は
西
彼
杵
半
島

ま
で一望
で
き
、生
徒
た
ち
は
、大

村
湾
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
な
が

ら
帰
路
に
つ
く
と
い
う
と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
校
風
は
明
る
く
の
び
の
び
と

し
て
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行

事
に
も
、み
ん
な一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 

９
月 

何
に
関
し
て
も
一
生
懸

命
取
り
組
む
大
中
生
は
、今

年
の
体
育
祭
で
は
全
学
年
で

南
中
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
り
ま
し
た
。

暑
さ
に
も
負
け
ず
練
習
を
重

ね
、本
番
は
最
後
の「
や
ぐ

ら
」ま
で
き
っ
ち
り
決
め
て
大

盛
り
上
が
り
。燃
え
ま
し
た
！

「
拓
く
」と
は

　
夢
や
希
望
の
実
現
と
輝
く
校
風
の
樹

立
に
向
か
っ
て
思
考
し
、創
造
し
、鍛
錬
し

て
、知
・
徳
・
体
の
調
和
の
あ
る
成
長
を
自

ら
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

10
月 

３
年
生
の
総
合
学
習

発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
心
磨
き
」「
絵

本
・
紙
芝
居
」「
も
の
づ
く
り
」

「
人
形
劇
」「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
６
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

２
か
月
間
で
作
り
上
げ
た
成

果
を
、全
校
生
徒
や
保
護
者

の
方
々
へ
披
露
し
ま
し
た
。中

学
校
生
活
最
後
の
発
表
会
と

あ
っ
て
、ど
れ
も
素
晴
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

 

12
月 

市
民
会
館
の
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
で
合
唱
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
優
勝
に
あ
た
る

「
感
動
賞
」を
め
ざ
し
て
、ど

の
ク
ラ
ス
も
一
生
懸
命
練
習
を

頑
張
り
ま
し
た
。毎
年
、11
月

ご
ろ
か
ら
、校
舎
中
に
歌
声
が

あ
ふ
れ「
芸
術
の
香
り
」が
漂

い
ま
す
。

STUDY
symposium

ひ
ら

「
三 

訓
」
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子育て・健康カレンダー
2009

　  1月

さくらクリニック
［内科・消化器科］
池田1丁目☎○53 8819

わたなべ耳鼻咽喉科医院
［耳鼻咽喉科］
杭出津2丁目☎○52  2003

大坂歯科医院
玖島1丁目☎○54 4744　

ありやま小児科
［小児科］
木場1丁目☎○49 6410
　
前川クリニック
［外科・消化器科］
植松1丁目☎○53 6866

南原歯科医院
皆同町☎○55 1120

田川小児科
［小児科］
東本町☎○52 4000

大村中央産婦人科
［産婦人科］
水主町2丁目☎○52 3850

須田小児科医院
［小児科］
植松3丁目☎○54 7200
　
貞松病院
［整形外科・形成外科］
東本町☎○54 1161

本川歯科医院
松並2丁目☎○54 1682

野口内科こども医院
［小児科・内科］
西大村本町☎○52 2339
　
山道医院
［外科・肛門科］
桜馬場2丁目☎○53 2305

吉原歯科医院
岩松町☎○52 9911

寺井医院
［内科・消化器科］
玖島1丁目☎○52 3574

前田ひふ科・アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
西大村本町☎○50 1112

村上歯科医院
東本町☎○52 3460

おはなしの会
11：00～、市立図書館

子育てとなり組●申  
宮小路2丁目公民館

子育てとなり組●申  
松山町公民館

1歳児のお部屋
10：00～正午

2歳児のお部屋
10：00～正午

子育てとなり組●申  
小路口光公民館

子育てとなり組●申  
陰平下公民館

子育てとなり組●申 
植松1丁目公民館

出前子育てつどい●申 
三浦住民センター
 ■南地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
福重住民センター
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
松原住民センター
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
竹松住民センター
■北地区子育て支援センター

献血車巡回日
9：40～11：40
市役所前■国保けんこう課

離乳食教室
①10：00～②11：00～
郡コミセン

乳幼児すくすく健康相談
午後1：30～3：00
郡コミセン

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談
・臨床心理士による育児相談

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

耳とことばの相談
午後1：00～3：00
・医師などによる診察
・聴覚・言語障害者児の補聴
器やことばの相談
・身体障害者手帳および 
 補聴器の申請受付
総合福祉センター
■障害福祉課

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

誕生日のつどい
11：00～

3歳児以上のお部屋
10：00～正午

出前子育てつどい●申 
小路口光公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
郡コミセン
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
古賀島西公民館
■西地区子育て支援センター

子育てとなり組●申 
上諏訪公民館

■ 問い合わせ
   ○こどもセンター   〒856-0832　本町413-2 ☎549100　 54 9174   ○北地区子育て支援センター（認定子ども園昊天宮保育園） ☎○55 0922　
   ○南地区子育て支援センター（鈴田保育園） ☎○49 5388　　 ○西大村地区子育て支援センター（植松保育園） ☎○54 5056

         は「子育てつどい」です。 ●申 は申し込みが必要です。今月の子育てつどい
●出前子育てつどい…午前10：00～「お正月遊びをしよう」
●子育てとなり組…午前10：00～、みんなでおしゃべり
●1歳児・2歳児・3歳児のお部屋…ふれあい交流室で自由遊び(対象年齢以外の子どもは、プレイルームで自由遊び）　
●誕生日のつどい…1月生まれの誕生児を祝おう（誕生月ではない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへご連絡ください）
●パパと日曜日 …就学前の子どもと父親が対象(小学校低学年の兄弟同伴可）

出口小児科医院
［小児科］
諏訪3丁目☎○52 2252

よしだレディースクリニック
［産科・婦人科］
富の原2丁目☎○56 2227

峰歯科医院
松原本町☎○55 8602

南野クリニック
［内科・消化器科］
乾馬場町☎○53 2233

谷口整形外科
［整形外科・リハビリテーション科］
諏訪1丁目☎○48 6677

えんどう歯科医院
久原2丁目☎○27 3800

パパと日曜日
10：00～15：00

パパと日曜日
10：00～15：00

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

日 月 火 水 木 金

※日曜・祝日の
在宅当番医は、
変更になる場合が
あります。ご確認の
うえお越しください。
●診療時間
午前9時～午後6時
※歯科は
正午まで　　　　　
　　　　　

土
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※■は問い合わせ
※開催場所・問い合わせを記載していないものは、こどもセンターで行います。

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　…平成19年1月～19年6月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　…平成17年1月～17年7月に生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み）…40歳以上の人が対象
●ことばと心の相談室・親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…計測、育児・栄養・心理・歯科相談（午後のみ）（予約不要。母子手帳持参）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）
●離乳食教室…離乳食の相談（予約不要。母子手帳持参）初めての人は①にお越しください。
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平井　心結ちゃん
（2 歳1か月）

田川　咲希ちゃん
（10か月）

さ　き み　ゆ

問い合わせ先の記載がないものは、こども政策課（こどもセンター内☎549100）にお問い合わせください。
子育て・健康子育て・健康

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

こどもセンター紹介
○ふれあい交流室…こどもセンター２階に乳幼児と親が自由に遊べる
　部屋があります。どうぞご利用ください。
　［利用時間］月～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時
○子育てひろば
　●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談なども受け付けています。
　●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共施設、病院・
　　歯科医院、大村駅、郵便局に設置していますので、ぜひご覧ください。
　●市のホームページでも事業を紹介しています。

●子育てイベント
　「パパのトンカチ教室」参加者募集　
　幼児期の子どもが引いて遊べる「木製トロッコ」を作
ります。パパの手作りで、お子さんにぬくもり
をプレゼントしませんか。

と　　き　1月18日（日）、 午前10時～正午
と こ ろ　こどもセンター
対　　象　乳幼児子育て中の父親20人
講　　師　瀬尾 藤継氏（工務店経営）
申込方法　電話または窓口でお申し込みください。
　　　　　1月5日（月）、午前9時から受け付けます。
材 料 費　800円
※電動ドライバー、かなづちをお持ちの人はご持参ください。

●子育て講座受講者募集
　子どもの年齢に合わせた、親子で参加できる講座で
す。子育て中の親同士が集まり、出会い・ふれあい・学
びあいながら「あったかい子育て」をしませんか。

対　　象　2歳児（平成18年1月24日生まれ～平成19年
　　　　　1月23日生まれ）の子どもと保護者
時　　間　午前10時～11時30分（受付9時30分）
と こ ろ　こどもセンター
定　　員　12組（申し込み多数の場合は抽選）
受 講 料　1,000円
申込方法　往復はがきに、講座名、親子の氏名（ふりが

な）、子どもの性別・生年月日、郵便番号、住
所、電話番号を記入のうえ、「〒856-0832 本
町413-2 こどもセンター子育て講座係」に
お申し込みください。

申込期限　1月15日（木）

問い合わせ先の記載がないものは、国保けんこう課（内線145）にお問い合わせください。
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みんなの
健康

～老いは足から、老化は血管から～

たなか循環器内科
院　長

田中 協栄先生

●とって、つくって、みんなで食べよう！
　自分たちで収穫した新鮮野菜を使って、カレーと
サラダを作ります。
と　　き　2月14日(土)、午前8時45分～午後2時
と こ ろ　（収穫体験）県立城南高等学校
　　　　　（調理実習）向陽高等学校　
対　　象　小学5、6年生
定　　員　24人
参 加 費　200円（保険料と食材料費）
申込方法　電話または窓口でお申し込みください。
申込期限　2月6日（金）
　　　　　
　　　　　

●健康づくり推進員と
　ウオーキングしませんか

●野外でも受動喫煙の防止を！
　たばこを吸わない人が、他人の
たばこの煙を吸うことを「受動喫
煙」といいます。受動喫煙の人体へ
の影響が認識され、多数の人が利
用する施設での分煙が義務づけら
れています。
　分煙が行われていない施設では
分煙の措置をとっていただきますよ
うお願いします。
　野外でも、喫煙の際には周囲に
気をつけるようにしましょう。

●風邪やインフルエンザに
　注意しましょう
　冬は風邪やインフルエンザにか
かりやすい季節です。
　インフルエンザの予防にはワク
チン接種が有効です。
　普段の生活では、次のことに注
意しましょう。
◆ウイルスは乾燥していると活発
に活動します。加湿器などを
使って、十分な湿度を保ちましょ
う。
◆外出後は手洗いをして感染を防
ぎ、うがいをしてのどの乾燥を防
ぎましょう。
◆ほかの人にうつさないため、ま
た予防のためにマスクを着用し
ましょう。
◆咳をしている人にマスクの着用
をお願いしましょう。

●ふれあい健康講座
と き  1月10日（土）
　　　　午後１時～２時
ところ　市民病院 大会議室
内 容　酒は百薬の長？
　　　～アルコールによる病気～
講 師　大原 寛之　内科医

■市民病院 ☎52 2161

■食育推進プロジェクト委員会事務局
　（国保けんこう課内・内線141）

※どなたでも自由に参加できます。
　直接会場へお越しください。
　手話通訳・要約筆記も行います。

　BCG、三種混合、麻しん・風しん、日本脳炎の予防接
種は、年間を通じて実施しています。お子さんの体調の良
いときに受けてください。インフルエンザの実施期間は1月
31日㈯までです。インフルエンザの予防に努めましょう。

　 1月23日（金）

　　30日（金）

 2月  6日（金）

　　　13日（金）

　18日（水）

自己紹介・親子遊び

子育て談議

親子で運動

楽しく食べる

ちょっと井戸端会議

と　き 内　　容

14日（水）
鈴 田幼 稚 園  ☎531551

西大村幼稚園  ☎524502

と　き と　こ　ろ

●1月の幼稚園開放日
対　　象　平成14年4月2日～平成16年4月1日生まれ
　　　　　の幼稚園などに通園していない幼児
開放時間　午前9時30分～10時30分

　　　　　　  

と　　き と　こ　ろ

3日（土）

13日（火）

17日（土）

18日（日）

21日（水）

25日（日）

27日（火）

8：00

9：00

10：00

8：00

8：30

9：30

9：30

10：00

9：00

木場公民館

池田湖公園

森園公園

木場公民館

大　村　駅

木場公民館

コースは３～５km
※日程は変更する場合がありますので、
　参加希望者は事前にご連絡ください。

き
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う
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え
　
し
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っ
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へ
い
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く
せ
い
ど
う
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ゃ
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う

■教育総務課（内線371）

三角公園
（幸町ダイソー横）

三角公園
（幸町ダイソー横）

アルカディア記念公園
（昼食持参）

せき

きょうえ
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平井　心結ちゃん
（2 歳1か月）

田川　咲希ちゃん
（10か月）

さ　き み　ゆ

問い合わせ先の記載がないものは、こども政策課（こどもセンター内☎549100）にお問い合わせください。
子育て・健康子育て・健康

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

こどもセンター紹介
○ふれあい交流室…こどもセンター２階に乳幼児と親が自由に遊べる
　部屋があります。どうぞご利用ください。
　［利用時間］月～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時
○子育てひろば
　●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談なども受け付けています。
　●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共施設、病院・
　　歯科医院、大村駅、郵便局に設置していますので、ぜひご覧ください。
　●市のホームページでも事業を紹介しています。

●子育てイベント
　「パパのトンカチ教室」参加者募集　
　幼児期の子どもが引いて遊べる「木製トロッコ」を作
ります。パパの手作りで、お子さんにぬくもり
をプレゼントしませんか。

と　　き　1月18日（日）、 午前10時～正午
と こ ろ　こどもセンター
対　　象　乳幼児子育て中の父親20人
講　　師　瀬尾 藤継氏（工務店経営）
申込方法　電話または窓口でお申し込みください。
　　　　　1月5日（月）、午前9時から受け付けます。
材 料 費　800円
※電動ドライバー、かなづちをお持ちの人はご持参ください。

●子育て講座受講者募集
　子どもの年齢に合わせた、親子で参加できる講座で
す。子育て中の親同士が集まり、出会い・ふれあい・学
びあいながら「あったかい子育て」をしませんか。

対　　象　2歳児（平成18年1月24日生まれ～平成19年
　　　　　1月23日生まれ）の子どもと保護者
時　　間　午前10時～11時30分（受付9時30分）
と こ ろ　こどもセンター
定　　員　12組（申し込み多数の場合は抽選）
受 講 料　1,000円
申込方法　往復はがきに、講座名、親子の氏名（ふりが

な）、子どもの性別・生年月日、郵便番号、住
所、電話番号を記入のうえ、「〒856-0832 本
町413-2 こどもセンター子育て講座係」に
お申し込みください。

申込期限　1月15日（木）

問い合わせ先の記載がないものは、国保けんこう課（内線145）にお問い合わせください。

　
末
梢
動
脈
疾
患
と
い
う
病
気
を
ご

存
じ
で
す
か
？
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。簡
単

に
説
明
す
る
と
、足
の
血
管
に
動
脈
硬

化
が
生
じ
、足
の
血
流
が
悪
く
な
る
病

気
で
す
。原
因
は
他
の
動
脈
硬
化
性

疾
患（
狭
心
症
や
脳
梗
塞
な
ど
）と
同

様
に
、糖
尿
病
、高
血
圧
、脂
質
異
常

症（
高
脂
血
症
）、喫
煙
な
ど
で
す
。食

生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
り
、近
年
わ

が
国
で
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
症
状
は
足
の
し
び
れ
・
冷
え
、歩
行

時
の
足
の
痛
み
な
ど
で
、進
行
す
る
と

足
の
壊
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

末
梢
動
脈
疾
患
の
症
状
は
腰
の
病
気

な
ど
と
区
別
し
に
く
く
、病
院
で
の
診

察
、検
査
が
必
要
で
す
。診
察
で
は
、ま

ず
足
の
動
脈
の
脈
が
触
れ
る
か
ど
う
か

を
診
ま
す
。足
の
動
脈
が
触
れ
に
く
い

場
合
は
足
首
の
血
圧
を
測
定
し
ま
す
。

血
圧
測
定
と
い
え
ば
普
通
は
腕
で
行

い
ま
す
が
、足
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。最
近
は
両
手
両
足
の
血
圧
を
同

時
に
測
定
で
き
る
機
械
も
あ
り
ま
す

の
で
、短
時
間
で
検
査
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。通
常
、足
の
血
圧
は
腕
の
血

圧
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、少
し
高
い
位
で
す

が
、足
の
血
管
に
狭
窄・閉
塞
が
あ
る
と

足
の
血
圧
が
低
く
な
り
ま
す
。足
の
血

圧
が
腕
の
血
圧
よ
り
1
割
以
上
低
い

場
合
は
末
梢
動
脈
疾
患
が
疑
わ
れ
ま

す（
例
え
ば
腕
の
血
圧
が
1
2
0
な
ら
、

足
の
血
圧
1
0
8
以
下
で
末
梢
動
脈

疾
患
を
疑
い
ま
す
）。

　
治
療
は
ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
、

運
動
療
法
で
す
。生
活
習
慣
の
改
善

で
は
、禁
煙
が
特
に
重
要
で
す
。ま
た

糖
尿
病
が
あ
る
方
は
重
症
化
し
や
す

い
の
で
、糖
尿
病
は
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。運
動

療
法
は「
足
が
少
し
痛
く
な
る
程
度
」

の
歩
行
運
動
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。症
状
に
よ
っ
て
は
、薬
物
治
療
、

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、ご
く
一
部
の
人
で
す
が
、症
状
が

悪
化
し
て
足
が
壊
死
に
至
る
と
、足
の

切
断
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す（
怖
い
で
す
ね
…
）。

　「
老
い
は
足
か
ら
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。近
年
で
は
動
脈
硬
化
性
疾

患
の
増
加
に
伴
い「
老
化
は
血
管
か

ら
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。気
に
な

る
症
状
が
あ
れ
ば
、早
め
に
病
院
で
診

察
、検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。足
を

大
事
に
し
て
、健
康
な
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

みんなの
健康

～老いは足から、老化は血管から～

たなか循環器内科
院　長

田中 協栄先生

●とって、つくって、みんなで食べよう！
　自分たちで収穫した新鮮野菜を使って、カレーと
サラダを作ります。
と　　き　2月14日(土)、午前8時45分～午後2時
と こ ろ　（収穫体験）県立城南高等学校
　　　　　（調理実習）向陽高等学校　
対　　象　小学5、6年生
定　　員　24人
参 加 費　200円（保険料と食材料費）
申込方法　電話または窓口でお申し込みください。
申込期限　2月6日（金）
　　　　　
　　　　　

●健康づくり推進員と
　ウオーキングしませんか

●野外でも受動喫煙の防止を！
　たばこを吸わない人が、他人の
たばこの煙を吸うことを「受動喫
煙」といいます。受動喫煙の人体へ
の影響が認識され、多数の人が利
用する施設での分煙が義務づけら
れています。
　分煙が行われていない施設では
分煙の措置をとっていただきますよ
うお願いします。
　野外でも、喫煙の際には周囲に
気をつけるようにしましょう。

●風邪やインフルエンザに
　注意しましょう
　冬は風邪やインフルエンザにか
かりやすい季節です。
　インフルエンザの予防にはワク
チン接種が有効です。
　普段の生活では、次のことに注
意しましょう。
◆ウイルスは乾燥していると活発
に活動します。加湿器などを
使って、十分な湿度を保ちましょ
う。
◆外出後は手洗いをして感染を防
ぎ、うがいをしてのどの乾燥を防
ぎましょう。
◆ほかの人にうつさないため、ま
た予防のためにマスクを着用し
ましょう。
◆咳をしている人にマスクの着用
をお願いしましょう。

●ふれあい健康講座
と き  1月10日（土）
　　　　午後１時～２時
ところ　市民病院 大会議室
内 容　酒は百薬の長？
　　　～アルコールによる病気～
講 師　大原 寛之　内科医

■市民病院 ☎52 2161

■食育推進プロジェクト委員会事務局
　（国保けんこう課内・内線141）

※どなたでも自由に参加できます。
　直接会場へお越しください。
　手話通訳・要約筆記も行います。

　BCG、三種混合、麻しん・風しん、日本脳炎の予防接
種は、年間を通じて実施しています。お子さんの体調の良
いときに受けてください。インフルエンザの実施期間は1月
31日㈯までです。インフルエンザの予防に努めましょう。

　 1月23日（金）

　　30日（金）

 2月  6日（金）

　　　13日（金）

　18日（水）

自己紹介・親子遊び

子育て談議

親子で運動

楽しく食べる

ちょっと井戸端会議

と　き 内　　容

14日（水）
鈴 田幼 稚 園  ☎531551

西大村幼稚園  ☎524502

と　き と　こ　ろ

●1月の幼稚園開放日
対　　象　平成14年4月2日～平成16年4月1日生まれ
　　　　　の幼稚園などに通園していない幼児
開放時間　午前9時30分～10時30分

　　　　　　  

と　　き と　こ　ろ

3日（土）

13日（火）

17日（土）

18日（日）

21日（水）

25日（日）

27日（火）

8：00

9：00

10：00

8：00

8：30

9：30

9：30

10：00

9：00

木場公民館

池田湖公園

森園公園

木場公民館

大　村　駅

木場公民館

コースは３～５km
※日程は変更する場合がありますので、
　参加希望者は事前にご連絡ください。

き
ょ
う
さ
く

え
　
し

ま
っ
し
ょ
う
ど
う
み
ゃ
く
し
っ
か
ん

へ
い
そ
く
せ
い
ど
う
み
ゃ
く
こ
う
か
し
ょ
う

■教育総務課（内線371）

三角公園
（幸町ダイソー横）

三角公園
（幸町ダイソー横）

アルカディア記念公園
（昼食持参）

せき

きょうえ
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大村競艇前売場外おおむら

●

大村会館協同社●

大村港馬場先

●新城保育園

●

●

JAながさき県央
大村中央支店

大村市総合地方
卸売市場

大村市漁協

●

至諫早至東彼杵

至長崎
空港

カキまつり会場

大
上
戸
川

■問い合わせ 大村市漁業協同組合 523061
 農業水産課（内線253）

大
村
湾
で
お
い
し
い「
カ
キ
」が
獲
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

大
村
市
漁
業
協
同
組
合
で
は
臼
島
沖
で
養
殖
し
た
カ
キ
を

ご
賞
味
い
た
だ
く
た
め
、カ
キ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

1月11日□日［11：30～15：00］とき

大村港馬場先波止ところ

◎カキの試食
　 カニの味噌汁も用意します。
◎カキ、ナマコ、サザエ、ホタテの販売
　 カキ焼きコーナーもあります。

※1月18日～2月22日までの毎週日曜日、同会場でカキなどの
　直売とカキ焼きをお楽しみいただけます。
　★1月18日㈰・25日㈰はナマコも直売します。

先着
200
人

第1回

生涯スポーツフェスタ
2月15日（日） 午前9時30分～と　き

シーハットおおむらほかところ

市内に在住または勤務している人対　　象

全種目／一人100円（保険料込み）申 込 料

地域げんき課スポーツ振興室で配布する申込書で
お申し込みください。※中学生単独チームによる参加はできません。

上：キンボール、中：スカイクロス
下：4コートバレー フリークライミング

グラウンドゴルフ

申込方法

1月30日（金）申込期限

男子バレーボール日本代表

植田監督がやってくる！
男子バレーボール日本代表

植田監督がやってくる！

競技種目
三世代交流グラウンドゴルフ大会
ところ／旧体育館跡地
キックターゲットゲーム
“キックでドン”大会
ところ／浄水管理センターグラウンド

キッズ教室
バレーボール教室
対象／小・中学生
講師／植田辰哉氏
（男子バレーボール日本代表監督）

クライミング教室
対象／小・中学生
講師／樋口純裕さん
 （世界ユース選手権2位、
  佐賀北高校1年生）

体験種目
キンボール、ストラックアウト、
スカイクロス、ビガーボール、
4コートバレー・インディアカほか

■問い合わせ
　地域げんき課スポーツ振興室（内線187）

とう
す
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人口 91,701人（＋103）　男 43,959人（＋51）　女 47,742人（＋52）　世帯数 37,623世帯（＋26）大村市の人口（11月末現在）
※（　）内は先月比（住基・外登法に基づく）




